
番 号

令和 5 年 10 月 4 日

殿

和　田　隆　志

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○

（注）

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器
疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

国立大学法人金沢大学附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科

2023-1044

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人金沢大学長

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和４年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒920-1192　石川県金沢市角間町

国立大学法人金沢大学

国立大学法人金沢大学附属病院

〒920-8641　石川県金沢市宝町13番1号

電話（　076　　）　265　－　2000　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、そ
の診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

脳神経内科、内分泌・代謝内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

リハビリテーション
科

形成外科 腫瘍内科 腫瘍外科 病理診断科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として
「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

胃腸外科、肝臓・胆のう・膵臓・移植外科

１精神科 2小児科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載
すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支
えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

外科

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

標榜している診療科名について記入すること。

３歯科口腔外科



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

391 134 482.4 27 0

8 8 13.7 14 63

55 2 56.5 7 2

0 0 0 11 0

25 0 25 0 0

878 7 882.1 20 8

0 0 0 0 19

2 0 2 1 138

9 2 10.5 42 34

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

平成 28 年 4 月 1 日

792

一般 合計

助産師

看護師 医療社会事業従事者

830

精神 感染症 結核 療養

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

38

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の
員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれ
の員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

68

44

5

22

8

13

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 17.0

合計

12

11

33

8

15

20

4

280

耳鼻咽喉科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数
の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　　　蒲田　敏文　　　　　　　） 任命年月日

平成２８年度から医療安全管理委員会の委員長として出席している。



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

4.7 546.7

1479.4 70.4 1549.9

542.0

歯科等以外 歯科等 合計

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1502.3

141.725

5

19

327

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入
すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入する
こと。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の
二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数



10　施設の構造設備

22 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

523 ㎡ （主な設備）

94 ㎡ （主な設備）

112 ㎡ （主な設備）

134 ㎡ （主な設備）

674 ㎡ （主な設備）

267 ㎡ 室数 室 人

166 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
462

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 人工呼吸装置 心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

病床数 27347

17

その他の救急蘇生装置

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

床面積

共用する室名

床面積

全自動免疫染色装置、自動固定包埋装置、自動染色装置

収容定員講義室

図書室

300

4,400

研究室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

医薬品情報
管理室

化学検査室

無影灯、解剖台、計量器

血液ガス分析装置、マイクロプレートリーダー、
手術支援ロボット、超低温フリーザー
、バイオハザード対象用キャビネット、遠心分離機、
インキュベーター、高速タンパクブロッティングシステム、
オートクレーブ、クリーンベンチ、顕微鏡、蛍光実体顕微
鏡、
薬用冷凍冷蔵庫、低温冷凍庫、ドラフト

1

1 蔵書数

73

免疫発光測定装置、全自動免疫測定装置、
ディスクリート方式臨床化学自動分析装置、検体前処理装
置、蛋白分画電気泳動分析装置、免疫比濁測定装置、
全自動電気泳動分析装置、迅速糖尿病生理機能検査装
置、
迅速糖化診断生理機能検査装置、自動浸透圧分析装置、
乾式臨床化学分析装置、自動化学分析装置、
大腸生理機能予備検査装置、
総合生理機能検査前輸血支援システム、
赤血球沈降速度測定装置、汎用血液ガス分析装置、
血液検査システム、呼気中13CO2分析装置、
臨床検査支援システム、恒温器、血液検査装置、
心疾患関連マーカー自動測定器システム、遠心機、
蒸留水製造装置、尿化学分析装置、顕微鏡、
精子特性分析機、マルチカラーフローサイトメトリー

血液培養装置、同定・薬剤感受性パネル自動測定装置、
全自動細菌検査システム、クリーンベンチ、
サーマルサイクラー、結核菌迅速診断装置、
マイクロチップ電気泳動システム、嫌気ワークステーショ
ン、
全自動遺伝子解析システム、遺伝子解析装置、恒温器、
炭酸ガス培養装置、遠心機、乾熱滅菌器、高圧滅菌器、
純水製造装置、顕微鏡、質量分析装置



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

本院のWebサイトに掲載している。

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

麻生　小夜 金沢あおば法律事務所

弁護士として法律に関
する専門知識に基づ
き、業務を行っているた
め

1

和田　真由美
血液疾患の患者の会
「萌の会」

「萌の会」の代表として
活動しており、医療を受
ける立場から意見を述
べることができるため

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

森岡　浩一 福井大学医学部附属病院
医療安全管理部長とし
て医療安全に関する業
務に従事しているため

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

紹介率 80.7 逆紹介率

11,737

11,597

1,097

73.0

15,886

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

0人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

5

0

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

アモキシシリン、ホスホマイシン及びメトロニダゾール経口投与並びに同種糞便微生物叢移植の併用療法

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検

術後のカペシタビン内服投与及びオキサリプラチン静脈内投与の併用療法

陽子線治療

糞便微生物叢移植

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 パクリタキセル腹腔内投与及び静脈内投与並びにS-1内服併用療法 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

腹膜播種陽性または腹腔細胞診陽性の胃癌症例を対象として、S-1＋パクリタキセル経静脈・腹腔内併用療法の安全性と

有効性を評価する。

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 1

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 52
2 筋萎縮性側索硬化症 12 72 下垂体性ADH分泌異常症 16
3 脊髄性筋萎縮症 2 73 下垂体性TSH分泌亢進症 2
4 原発性側索硬化症 2 74 下垂体性PRL分泌亢進症 6
5 進行性核上性麻痺 13 75 クッシング病 6
6 パーキンソン病 69 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
7 大脳皮質基底核変性症 3 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 20
8 ハンチントン病 1 78 下垂体前葉機能低下症 58
9 神経有棘赤血球症 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 1 80 甲状腺ホルモン不応症 0
11 重症筋無力症 80 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 8
12 先天性筋無力症候群 0 82 先天性副腎低形成症 0
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 46 83 アジソン病 2

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運
動ニューロパチー

16 84 サルコイドーシス 86

15 封入体筋炎 4 85 特発性間質性肺炎 42
16 クロウ・深瀬症候群 1 86 肺動脈性肺高血圧症 18
17 多系統萎縮症 9 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 13 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 26
19 ライソゾーム病 12 89 リンパ脈管筋腫症 6
20 副腎白質ジストロフィー 0 90 網膜色素変性症 6
21 ミトコンドリア病 5 91 バッド・キアリ症候群 2
22 もやもや病 27 92 特発性門脈圧亢進症 3
23 プリオン病 1 93 原発性胆汁性胆管炎 55
24 亜急性硬化性全脳炎 1 94 原発性硬化性胆管炎 8
25 進行性多巣性白質脳症 0 95 自己免疫性肝炎 25
26 HTLV-1関連脊髄症 0 96 クローン病 152
27 特発性基底核石灰化症 0 97 潰瘍性大腸炎 148
28 全身性アミロイドーシス 34 98 好酸球性消化管疾患 2
29 ウルリッヒ病 0 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
30 遠位型ミオパチー 0 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
31 ベスレムミオパチー 0 101 腸管神経節細胞僅少症 0
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 103 CFC症候群 0
34 神経線維腫症 17 104 コステロ症候群 0
35 天疱瘡 15 105 チャージ症候群 1
36 表皮水疱症 3 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 5 107 若年性特発性関節炎 5
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 3 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
39 中毒性表皮壊死症 0 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
40 高安動脈炎 23 110 ブラウ症候群 0
41 巨細胞性動脈炎 8 111 先天性ミオパチー 1
42 結節性多発動脈炎 19 112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0
43 顕微鏡的多発血管炎 20 113 筋ジストロフィー 2
44 多発血管炎性肉芽腫症 13 114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 21 115 遺伝性周期性四肢麻痺 1
46 悪性関節リウマチ 11 116 アトピー性脊髄炎 0
47 バージャー病 7 117 脊髄空洞症 1
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 7 118 脊髄髄膜瘤 1
49 全身性エリテマトーデス 268 119 アイザックス症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 158 120 遺伝性ジストニア 0
51 全身性強皮症 337 121 神経フェリチン症 0
52 混合性結合組織病 38 122 脳表ヘモジデリン沈着症 0

53 シェーグレン症候群 55 123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性白
質脳症

0

54 成人スチル病 24 124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性
脳動脈症

0

55 再発性多発軟骨炎 4 125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びま
ん性白質脳症

0

56 ベーチェット病 57 126 ペリー症候群 0
57 特発性拡張型心筋症 35 127 前頭側頭葉変性症 0
58 肥大型心筋症 27 128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0
59 拘束型心筋症 0 129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0
60 再生不良性貧血 82 130 先天性無痛無汗症 0
61 自己免疫性溶血性貧血 2 131 アレキサンダー病 0
62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 4 132 先天性核上性球麻痺 0
63 特発性血小板減少性紫斑病 35 133 メビウス症候群 0
64 血栓性血小板減少性紫斑病 1 134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0
65 原発性免疫不全症候群 18 135 アイカルディ症候群 0
66 IgＡ 腎症 26 136 片側巨脳症 0
67 多発性嚢胞腎 13 137 限局性皮質異形成 0
68 黄色靱帯骨化症 13 138 神経細胞移動異常症 0
69 後縦靱帯骨化症 58 139 先天性大脳白質形成不全症 0
70 広範脊柱管狭窄症 2 140 ドラベ症候群 0

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 212 三尖弁閉鎖症 2
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0
144 レノックス・ガストー症候群 1 215 ファロー四徴症 0
145 ウエスト症候群 0 216 両大血管右室起始症 0
146 大田原症候群 1 217 エプスタイン病 0
147 早期ミオクロニー脳症 1 218 アルポート症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 220 急速進行性糸球体腎炎 1
150 環状20番染色体症候群 0 221 抗糸球体基底膜腎炎 2
151 ラスムッセン脳炎 0 222 一次性ネフローゼ症候群 23
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 224 紫斑病性腎炎 2

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん
性脳症

0 225 先天性腎性尿崩症 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3
156 レット症候群 0 227 オスラー病 3
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 228 閉塞性細気管支炎 0
158 結節性硬化症 1 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1
159 色素性乾皮症 0 230 肺胞低換気症候群 0
160 先天性魚鱗癬 1 231 α1－アンチトリプシン欠乏症 1
161 家族性良性慢性天疱瘡 0 232 カーニー複合 0
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 14 233 ウォルフラム症候群 0

163 特発性後天性全身性無汗症 9 234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ
フィーを除く。）

0

164 眼皮膚白皮症 0 235 副甲状腺機能低下症 0
165 肥厚性皮膚骨膜症 0 236 偽性副甲状腺機能低下症 0
166 弾性線維性仮性黄色腫 1 237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0
167 マルファン症候群 8 238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 4
168 エーラス・ダンロス症候群 2 239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0
169 メンケス病 0 240 フェニルケトン尿症 0
170 オクシピタル・ホーン症候群 0 241 高チロシン血症1型 0
171 ウィルソン病 4 242 高チロシン血症2型 0
172 低ホスファターゼ症 0 243 高チロシン血症3型 0
173 VATER症候群 0 244 メープルシロップ尿症 0
174 那須・ハコラ病 0 245 プロピオン酸血症 0
175 ウィーバー症候群 0 246 メチルマロン酸血症 0
176 コフィン・ローリー症候群 0 247 イソ吉草酸血症 0
177 ジュベール症候群関連疾患 0 248 グルコーストランスポーター1欠損症 0
178 モワット・ウィルソン症候群 0 249 グルタル酸血症1型 0
179 ウィリアムズ症候群 1 250 グルタル酸血症2型 0
180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0 251 尿素サイクル異常症 0
181 クルーゾン症候群 0 252 リジン尿性蛋白不耐症 0
182 アペール症候群 0 253 先天性葉酸吸収不全 0
183 ファイファー症候群 0 254 ポルフィリン症 1
184 アントレー・ビクスラー症候群 0 255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0
185 コフィン・シリス症候群 0 256 筋型糖原病 0
186 ロスムンド・トムソン症候群 0 257 肝型糖原病 0

187 歌舞伎症候群 0 258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス
フェラーゼ欠損症

0

188 多脾症候群 1 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ
ラーゼ欠損症

0

189 無脾症候群 0 260 シトステロール血症 2
190 鰓耳腎症候群 0 261 タンジール病 1
191 ウェルナー症候群 1 262 原発性高カイロミクロン血症 1
192 コケイン症候群 0 263 脳腱黄色腫症 0
193 プラダー・ウィリ症候群 0 264 無βリポタンパク血症 0
194 ソトス症候群 0 265 脂肪萎縮症 0
195 ヌーナン症候群 0 266 家族性地中海熱 1
196 ヤング・シンプソン症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
197 １p36欠失症候群 0 268 中條・西村症候群 0

198 ４p欠失症候群 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク
ネ症候群

1

199 ５p欠失症候群 0 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0 271 強直性脊椎炎 29
201 アンジェルマン症候群 0 272 進行性骨化性線維異形成症 0
202 スミス・マギニス症候群 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
203 22q11.2欠失症候群 1 274 骨形成不全症 0
204 エマヌエル症候群 0 275 タナトフォリック骨異形成症 0
205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0 276 軟骨無形成症 1
206 脆弱X症候群 0 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
207 総動脈幹遺残症 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

208 修正大血管転位症 1 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病
変）

1

209 完全大血管転位症 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
210 単心室症 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0
211 左心低形成症候群 0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
283 後天性赤芽球癆 1 311 先天性三尖弁狭窄症 0
284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0 312 先天性僧帽弁狭窄症 0
285 ファンコニ貧血 0 313 先天性肺静脈狭窄症 0
286 遺伝性鉄芽球性貧血 0 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

287 エプスタイン症候群 0 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ
ＭＸ１Ｂ関連腎症

1

288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 0 316 カルニチン回路異常症 0
289 クロンカイト・カナダ症候群 0 317 三頭酵素欠損症 0
290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0 318 シトリン欠損症 0

291
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸
型）

0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

292 総排泄腔外反症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー
ル（GPI）欠損症

0

293 総排泄腔遺残 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
294 先天性横隔膜ヘルニア 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
295 乳幼児肝巨大血管腫 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
296 胆道閉鎖症 2 324 メチルグルタコン酸尿症 0
297 アラジール症候群 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
298 遺伝性膵炎 0 326 大理石骨病 0

299 嚢胞性線維症 0 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

4

300 ＩｇＧ４関連疾患 27 328 前眼部形成異常 1
301 黄斑ジストロフィー 0 329 無虹彩症 1
302 レーベル遺伝性視神経症 0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 0
303 アッシャー症候群 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 8
304 若年発症型両側性感音難聴 0 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
305 遅発性内リンパ水腫 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
306 好酸球性副鼻腔炎 19 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
307 カナバン病 0 335 ネフロン癆 0
308 進行性白質脳症 0 336 家族性低βリポタンパク血症１（ホモ接合体） 0
309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 337 ホモシスチン尿症 0
310 先天異常症候群 0 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 133
合計患者数（人） 2737



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・地域歯科診療支援病院歯科初診料 ・重症患者初期支援充実加算

・歯科外来診療環境体制加算２ ・報告書管理体制加算

・歯科診療特別対応連携加算 ・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・特定機能病院入院基本料（一般病棟） ・ハイリスク妊娠管理加算

・特定機能病院入院基本料（精神病棟） ・ハイリスク分娩管理加算

・救急医療管理加算１，２ ・術後疼痛管理チーム加算

・超急性期脳卒中加算 ・後発医薬品使用体制加算３

・診療録管理体制加算１ ・病棟薬剤業務実施加算１

・医師事務作業補助体制加算1 　　30対1 ・病棟薬剤業務実施加算２

・急性期看護補助体制加算　25対１，夜間100対1急性期看護
補助体制加算，夜間看護体制加算，看護補助体制充実加算

・データ提出加算

・看護職員夜間配置加算　12対１ ・入退院支援加算2

・療養環境加算 ・入院時支援加算

・重症者等療養環境特別加算 ・地域連携診療計画加算

・無菌治療室管理加算１．２ ・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

・精神疾患診療体制加算

・緩和ケア診療加算 ・精神科急性期医師配置加算

・精神科応急入院施設管理加算 ・排尿自立支援加算

・精神病棟入院時医学管理加算 ・地域医療体制確保加算

・精神科身体合併症管理加算 ・地域歯科診療支援病院入院加算

・精神科リエゾンチーム加算 ・特定集中治療室管理料２

・摂食障害入院医療管理加算
・特定集中治療室管理料の注１に規定する算定上限日数に
関する基準

・栄養サポートチーム加算 ・早期栄養介入管理加算

・医療安全対策加算１ ・早期離床・リハビリテーション加算

・感染対策向上加算１ ・総合周産期特定集中治療室管理料

・感染対策向上加算の注２に規定する指導強化加算 　　１．母体・胎児集中治療室管理料

・患者サポート体制充実加算   　２．新生児集中治療室管理料

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・新生児治療回復室入院医療管理料 　・

・小児入院医療管理料２ 　・

・小児入院医療管理料の注５に掲げる無菌治療管理加算１ 　・

・小児入院医療管理料の注５に掲げる無菌治療管理加算２ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・外来栄養食事指導料（注３に掲げるがん専門管理栄養士が
栄養食事指導を行う場合）

・ニコチン依存症管理料

・遠隔モニタリング加算（ペースメーカー指導管理料） ・がん治療連携計画策定料

・高度難聴指導管理料 ・がん治療連携管理料

・糖尿病合併症管理料 ・外来排尿自立指導料

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・肝炎インターフェロン治療計画料

・がん患者指導管理料イ ・薬剤管理指導料

・がん患者指導管理料ロ ・地域連携診療計画加算

・がん患者指導管理料ハ ・医療機器安全管理料１

・外来緩和ケア管理料 ・医療機器安全管理料２

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） ・医療機器安全管理料（歯科）

・移植後患者指導管理料（臓器移植後)
・歯科疾患管理料の注１１に掲げる総合医療管理加算及び歯
科治療総合医療管理料及び歯科治療総合医療管理料

・糖尿病透析予防指導管理料 ・禁煙治療補助システム指導管理加算

・高度腎機能障害患者指導加算 ・救急搬送診療料の注４に規定する重症患者搬送加算

・乳腺炎重症化予防・ケア指導料 ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

・婦人科特定疾患治療管理料 ・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

・腎代替療法指導管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

・一般不妊治療管理料 ・皮下連続式グルコース測定

・二次性骨折予防継続管理料１
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

・二次性骨折予防継続管理料３ ・造血器腫瘍遺伝子検査

・下肢創傷処置管理料 ・遺伝学的検査

・院内トリアージ実施料 ・骨髄微小残存病変量測定

・外来リハビリテーション診療料 ・染色体検査の注２に規定する基準

・外来放射線照射診療料 ・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

・外来腫瘍化学療法診療料１ ・がんゲノムプロファイリング検査

・外来腫瘍化学療法診療料の注６に規定する連携充実加算 ・先天性代謝異常症検査

・連携充実加算 ・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査） ・遠隔画像診断

・抗ＨＬＡ抗体（抗体特異性同定検査） ・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） ・冠動脈ＣＴ撮影加算

・検体検査管理加算（Ⅳ） ・血流予備量比コンピューター断層撮影

・国際標準検査管理加算 ・大腸ＣＴ撮影加算

・遺伝カウンセリング加算 ・心臓ＭＲＩ撮影加算

・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 ・乳房ＭＲＩ撮影加算

・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 ・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

・植込型心電図検査 ・頭部ＭＲＩ撮影加算

・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト ・全身ＭＲＩ撮影加算

・胎児心エコー法 ・肝エラストグラフィ加算

・ヘッドアップティルト試験 ・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

・人工膵臓検査 ・外来化学療法加算１

・長期継続頭蓋内脳波検査 ・無菌製剤処理料

・神経学的検査 ・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

・補聴器適合検査 ・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

・黄斑局所網膜電図 ・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

・全視野精密網膜電図 ・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

・ロービジョン検査判断料 ・がん患者リハビリテーション料

・小児食物アレルギー負荷検査 ・歯科口腔リハビリテーション料２

・内服・点滴誘発試験 ・療養生活継続支援加算

・経気管支凍結生検法 ・救急患者精神科継続支援料

・口腔細菌定量検査 ・認知療法・認知行動療法1

・有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査 ・精神科作業療法

・有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び咬合圧検査
・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調
症治療指導管理料に限る。）

・画像診断管理加算３ ・医療保護入院等診療料



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの） ・網膜再建術

・人工腎臓　　　慢性維持透析を行った場合１ ・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

・導入期加算３及び腎代替療法実績加算
・人工中耳植込術、人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移
植術及び植込型骨導補聴器交換術

・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 ・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術

・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖
尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 ・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

・一酸化窒素吸入療法
・経鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建
を伴うもの）

・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠
・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算
・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・センチネルリンパ節生検（片側） ・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

・皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定する
場合に限る。）

・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）
の場合に限る。）

・喉頭形成手術（甲状軟骨固定器具を用いたもの）

・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係
るものに限る。）、及び下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限
る。）（歯科診療に係るものに限る。）・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限

る。）

・椎間板内酵素注入療法 ・顎関節人工関節全置換術（歯科）

・腫瘍脊椎骨全摘術 ・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

・脳腫瘍覚醒下マッピング加算
・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１，又は
乳がんセンチネルリンパ節加算２を算定する場合に限る。）

・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
・乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わな
いもの）及び乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術、脊髄刺激装置
植込術及び脊髄刺激装置交換術

・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・角結膜悪性腫瘍切除術
・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・角膜移植術（内皮移植加算）
・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術及び胸腔鏡下良性縦隔腫瘍
手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・羊膜移植術
・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は１肺葉を
超えるものに限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） ・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）
・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・緑内障手術（濾過胞再建術（needle 法））
・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内
視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

・ダメージコントロール手術

・腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切
開後腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘
出術、腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切
開副腎摘出術、腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小
切開腎摘出術、腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術、腹腔鏡下
小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍
摘出術及び腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

・経皮的冠動脈形成術

・経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）

・経皮的冠動脈ステント留置術 ・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

・胸腔鏡下弁形成術
・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

・胸腔鏡下弁置換術 ・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・経皮的カテーテル大動脈弁置換術
・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・経皮的僧帽弁クリップ術 ・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・不整脈手術　左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの) ・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

・不整脈手術　左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の)

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

・経皮的中隔心筋焼灼術
・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 ・体外衝撃波胆石破砕術

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

・腹腔鏡下肝切除術

・植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘
出術

・移植用部分肝採取術（生体）（腹腔鏡によるもの）

・両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術（経静脈電極の場合）及び両心室
ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術（経静脈電極の場合）

・生体部分肝移植術

・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

・同種死体肝移植術

・両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極
の場合）及び両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術
（経静脈電極の場合）

・体外衝撃波膵石破砕術（一連につき）

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） ・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） ・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・補助人工心臓
・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術　腹腔鏡下膵頭十二指腸部腫
瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合を除く。）

・経皮的下肢動脈形成術 ・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・経皮的大動脈遮断術
・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） ・内視鏡的小腸ポリープ切除術

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） ・腹腔鏡下小切開副腎摘出術



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及び
切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・コーディネート体制充実加算

・副腎腫瘍ラジオ波焼灼療法 ・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 ・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） ・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

・麻酔管理料（Ⅰ）

・腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

・麻酔管理料（Ⅱ）

・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・周術期薬剤管理加算

・同種死体腎移植術 ・放射線治療専任加算

・生体腎移植術 ・外来放射線治療加算

・膀胱水圧拡張術 ・高エネルギー放射線治療

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・１回線量増加加算

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 ・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

・人工尿道括約筋植込・置換術 ・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

・体外照射呼吸性移動対策加算

・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）

・定位放射線治療

・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

・画像誘導密封小線源治療加算

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）
・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術
中迅速病理組織標本作製

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） ・病理診断管理加算２

・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 ・悪性腫瘍病理組織標本加算

・体外式膜型人工肺管理料 ・クラウン・ブリッジ維持管理料

・医科点数表第2章第10部 手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性
乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術に限る。）

　・

・輸血管理料Ⅱ 　・

・医科点数表第２章第１０部手術の通則５及び６（歯科点数表
第２章第９部通則４を含む。）に掲げる手術

　・

・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術
を含む。）

　・

・医科点数表第2章第10部 手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

　・



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 21

剖検率（％） 9%

　・流産検体を用いた染色体検査

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術 　・

　・LDLアフェレシス療法

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療
技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

一ヶ月に24回

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

保健学系

340,000

400,000

頭頸部癌に対する癌代謝
制御に基づく革新的治療

技術の確立

胸部・腰部・骨盤の３次元
変位装置を用いた介助動

作解析

遠藤　一平

柴田　克之

加齢による薬物体内動態
の個人間変動予測の新機

軸
崔　吉道

4,180,113

キラルアミノ酸による糖尿
病性腎症の病態解明と新
規バイオマーカー開発

和田　隆志 その他部局等

感情障害における感情認
識と感情制御の連関と神

経基盤の因果的役割
吉村　晋平 人間科学系

ＧＳ教育系松井　三枝

精神・神経疾患の認知予
備力評価法の開発：神経
心理学的メカニズムの解

明のために

附属病院

CD271陽性エリート細胞を
標的とした肺高血圧症に

対する新規治療開発
薄井　荘一郎 医学系

連続肝生検組織を用いた
非アルコール性脂肪性肝
疾患の病理進展因子の同

定

竹下　有美枝 医学系

附属病院

PAX2ヘテロ遺伝子異常か
ら読み解く内耳発生機構

杉本　寿史 医学系

末梢動脈疾患ハイリスク患
者への振動ケアがもたらす
重症虚血肢移行遷延効果

の検討

大桑　麻由美 保健学系

800,000

1,900,000

700,000

150,000

500,000

500,000

500,000
日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

（様式第3）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

保健学系

附属病院

医薬品個別化適正使用の
ための薬物代謝酵素活性
を定量測定する新規核医

学診断法の確立

水谷　明日香

モデルマウスを用いた
IgG4関連動脈/後腹膜疾
患特異的病態の解明と治

療法の確立

ＧＳ教育系

医学系

藤野　陽

医学系

保健学系

水島　伊知郎

水上　喜美子

分子疫学的コホート研究
による遺伝性心血管疾患
のリスク層別化・病態解

明・治療薬探索

認知機能からみたこころの
健康へのアプローチ：予防

とレジリエンスのために
松井　三枝

急性期病院での高齢患者
のせん妄の早期発見・介
入を目指した心理的支援

モデルの構築

治療後微小残存する白血
病幹細胞に対する新規治

療標的の開発
宮本　敏浩

行動柔軟性における大脳
基底核と小脳の連関に関
するリハビリテーション技術

の基礎研究

米田　貢 保健学系

一般住民への食生活介入
の高尿酸血症及び慢性腎
臓病に対する1次予防効

果の検討

宮城　栄重 附属病院

頭頸部癌血中循環腫瘍細
胞の基礎的検討

上野　貴雄 附属病院

自閉スペクトラム症幼児の
脳活動の機能別特徴に対
応する症状多様性の検討

菊知　充 医学系

概日リズムに基づく妊娠・
産褥期セルフケアプログラ
ムの開発-光と食による制

御の検討

毎田　佳子 保健学系

自閉スペクトラム症幼児に
おける意図共有の脳内基
盤と初期の言語獲得過程

の関連

吉村　優子 学校教育系

400,000

500,000

900,000

1,000,000

900,000

6,900,000

3,843,010

2,710,000

5,050,000

1,262,525

17,692,116

600,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

医学系

附属病院

嶋田　努

薬学系

附属病院

先進予防医学研究科

保健学系

鷹取　元

医学系

附属病院

稲木　杏吏

MRIと深層学習を併用した
新規乳癌悪性度解析法の
確立：オーダーメイド治療

への展開

川島　博子

転移性肝癌に対する陽子
線治療後画像変化と治療

効果判定方法の研究
高松　繁行

悪性腫瘍におけるテロメア
伸長及び放射線内照射治
療への影響に関する研究

薬剤師のポリファーマシー
への介入は認知機能低下
やフレイルを予防・改善で

きるか

石崎　純子

病態背景が経皮吸収型製
剤の経皮アベイラビリティ

におよぼす影響

人工知能を用いた機能画
像と臨床情報の統合によ
る高性能診断予後評価モ

デルの構築

中嶋　憲一

血中IL-18の異常高値で
特徴付けられる疾患群の
病態解明と治療法開発

和田　泰三

腸内細菌叢関連凝固異常
を標的とした難治性門脈
血栓症の治療法の開発

HSF-1 が関与する中枢神
経再生へのカスケード反

応
杉谷　加代 保健学系

DICの多発血栓形成プロ
セスで鍵となる線溶病態の
解明と新規治療戦略の提

案

菅　幸生 薬学系

フローサイトメトリーを用い
たI-131 MIBG治療後骨髄

抑制予測法の確立
若林　大志 附属病院

膵癌腫瘍内微小環境に着
目した術後予後予測に関
する新規画像バイオマー

カーの確立

井上　大 附属病院

900,000

1,200,000

700,000

675,000

800,000

450,000

500,000

1,050,000

900,000

700,000

700,000

700,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

保健学系

附属病院

附属病院

附属病院

医学系

附属病院

中瀬　順介

医学系

附属病院

石山　謙

附属病院

医薬保健学総合研究科

重原　一慶

線維化組織微小環境の制
御による慢性腎臓病進展
機序の解明と臨床応用

坂井　宣彦

悪性軟部腫瘍個別化療法
のための新規同所移植モ
デル確立とその機能解析

山本　憲男

自己免疫性造血不全にお
ける新たな免疫回避機構
による造血制御変容の基

盤的解明

片桐　孝和

トロンボポエチン受容体作
動薬ロミプロスチムの造血
への影響とDNA修復効果

の検証

ALK肺がんのアポトーシス
抵抗性因子を標的とした

新規治療の開発
竹内　伸司

日本人の解剖学的骨盤形
態に適合した人工股関節
再置換用寛骨臼再建補強

プレートの開発

加畑　多文

男性膀胱癌患者を対象と
した尿路HPV感染の自然
史の解明と膀胱癌発生と

の関連性

覚醒下脳手術による意欲
関連ネットワークの解明

木下　雅史

靭帯分泌組織による靭帯
再生能および治癒促進効

果の解明

転移性骨・脊椎腫瘍に対
する局所凍結療法のがん
特異的免疫増強効果の検

証

加藤　仁志

SLIT有効性機序のIgG親
和性成熟の解明と抗体誘
導型舌下ワクチンのPOC

取得

渡部　良広 附属病院

大動脈解離に対する腹部
分枝再建可能なre-entry
閉鎖用ステントグラフトの

開発

木村　圭一 附属病院

1,200,000

1,000,000

1,050,000

1,000,000

1,200,000

1,000,000

300,000

200,000

700,000

600,000

1,150,000

500,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

薬学系

附属病院

久保田　雅史

医学系

保健学系

保健学系

子どものこころの発達
研究センター

寺島　健志

附属病院

先進予防医学研究セン
ター

中田　聡子

自閉症スペクトラムの友達
作りに関するスキルトレー
ニングの教育現場への応

用

田中　早苗

難治性神経疾患患者の流
涎に対する薬物療法のエ

ビデンス創出
石田　奈津子

再発・悪性髄膜腫におけ
るVEGFR-2のシグナル伝

達経路の解明

口腔扁平上皮癌のエクソ
ソームを介した腫瘍進展

機序の解明
加藤　広禄

仮想現実と経頭蓋直流電
気刺激を用いた新たなリハ

ビリテーションの開発

複合型高脂血症発症に関
与する肝性リパーゼ活性・
内因性リパーゼインヒビ

ターの役割

稲津　明広

高等哺乳動物を用いた胎
児脳回形成異常に関与す

るシグナル経路の解明
水口　敬司

肝細胞癌・膵癌・胆道癌に
おける腫瘍局所の免疫プ
ロファイルの意義の解明

腎細胞癌におけるＩＯ薬効
果予測因子の基礎的・臨

床的探索
角野　佳史 医学系

乳癌患者におけるタモキ
シフェンによる子宮内膜器
質性変化の解析と妊孕性

に及ぼす影響

山崎　玲奈 附属病院

近接ジオメトリ方式による
超高解像度CTの応用技

術開発
川嶋　広貴 保健学系

ピロリン酸シンチグラフィの
三次元定量評価を用いた
心アミロイドーシス診断の

研究

渡辺　悟 先進予防医学研究科

700,000

550,000

700,000

150,000

600,000

700,000

1,000,000

600,000

400,000

800,000

900,000

1,400,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会
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附属病院

医薬保健学総合研究科

附属病院

医学系

保健学系

ＡＩホスピタル・マクロシ
グナルダイナミクス研究

開発センター（保）

島上　哲朗

附属病院

附属病院

五十嵐　健太郎

その他部局等

医学系

田中　利恵

後天性の家族性造血不全
における免疫病態の解明

井美　達也

人種間の他者理解脳内
ネットワーク解析と覚醒下

手術への応用
中田　光俊

血行性転移における活性
化血小板を基軸とした自

然免疫回避の解明
岡崎　充善

軟部肉腫に対する患者由
来腫瘍同所移植マウスモ
デルを用いた個別化医療

の開発

がん免疫療法研究に寄与
する革新的な肝胆膵がん
免疫系ヒト化マウスモデル

の開発

丹尾　幸樹

ナトリウム共役能動輸送型
糖輸送体を標的としたセラ

ノスティクス薬剤の開発
小林　正和

深層学習による画像情報
を主軸にした包括的な肺

機能診断法の確立

機械学習を用いたCKD未
病状態における新規病型

分類と治療効果
遠山　直志

B型・D型肝炎ウイルス共
感染が引き起こす肝疾患
の分子生物学的機序の解

明

糖尿病性腎臓病の抗エリ
スロポエチン受容体抗体
の国際的バイオマーカー

確立と国際比較

和田　隆志

鶏卵モデルを用いた喉頭
乳頭腫難治化要因の解明

中西　庸介 医学系

関節軟骨の廃用症候群に
おける運動療法の確立と
変形性関節症の発症に及

ぼす影響

高橋　郁文 附属病院
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保健学系

医学系

八木　真太郎

医学系

医学系

医学系

保健学系

小野口　昌久

附属病院

保健学系

藤原　浩

言語機能回復に伴う脳内
ネットワーク再組織化の構

造的メカニズムの解明
中嶋　理帆

肝微小環境の構造理解に
基づく新たな代謝性肝疾

患治療の確立
本多　政夫

新規胚シグナルlaeverinの
幹細胞と免疫システムに
対する作用の解明と臨床

応用

Bloom症候群モデルマウス
を用いた血液腫瘍発症を
予防する遺伝子治療前臨

床試験

伊川　泰広

臓器移植・造血幹細胞移
植におけるHLAエピトープ
に基づく新規バイオマー

カー開発

地域住民コホートゲノム情
報及び生活習慣情報を用
いた動脈硬化性疾患個別

化医療の開発

高村　雅之

認知症における新規病態
解明ならびにバイオマー

カー開発
中出　祐介

心機能評価の精度管理を
目的とした三次元心動態
ファントムと標準化ガイドラ

インの構築

肝細胞がんにおける多細
胞間相互作用の解明によ
る新規がん免疫療法開発

の基盤研究

水腰　英四郎 医学系

上皮、間葉系肝癌幹細胞
による間質細胞リプログラミ
ングの解明とその診断治

療への応用

山下　太郎 医学系

患者B細胞を利用した新
規抗HLAモノクローナル抗
体、CAR-T細胞の臨床開

発

高松　博幸 融合科学系

超音波診断装置を用いて
脂肪由来幹細胞を経時的
に複数回投与した自家神

経移植の研究

多田　薫 保健学系
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保健学系

附属病院

附属病院

附属病院

附属病院

附属病院

細川　晃平

医学系

附属病院

加藤　武史

附属病院

附属病院

吉田　周平

肝癌治療効果を予測する
ための肝癌内細菌かつ腸

内細菌を用いたバイオ
マーカーの開発

飯田　宗穂

非乳頭部十二指腸腫瘍に
おけるERBB受容体ファミ
リーの解析とバイオマー

カー開発

中村　慶史

遺伝性不整脈症候群の病
原性遺伝子変異の決定と
それに基づく個別化医療

の実現

林　研至

末梢血遺伝子発現解析に
よる心房細動器質予測法

の開発

肝細胞癌のradiomicsに基
づく薬物治療効果予測

北尾　梓

大伏在静脈周囲組織がグ
ラフト血管内皮機能に与え

る影響に関する研究
飯野　賢治

グルタールアルデヒド固定
処理自家心膜導管を用い
た生体内組織再生誘導型

気管再建

免疫沈降法ーウェスタンブ
ロッティング法を用いた膠
原病関連自己抗体の同定

濱口　儒人

HLA-DR15欠失血球陽性
再生不良性貧血における

免疫病態の解明

IgG4関連腎臓病における
三次リンパ組織形成を介し
た病変進展と線維化機序

の解明

川野　充弘

腸管免疫の破綻を基とし
た糖尿病性腎症進行の病

態解明
岩田　恭宜 附属病院

免疫グロブリン軽鎖による
腎障害の病態解明

伊藤　清亮 医薬保健学総合研究科
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附属病院

附属病院

三輪　真嗣

医学系

医学系

附属病院

附属病院

大井　一浩

医学系

附属病院

松本　多圭夫

自家脂肪由来幹細胞シー
トを用いた革新的な巨大

骨欠損再建法の開発
下川　寛右

骨肉腫幹細胞モデルと微
小環境のクロストークの解
明とそれらを標的にした治

療戦略

武内　章彦

栄養膜細胞特異抗原を用
いた末梢血循環腫瘍細胞
の検出と新規転移抑制治

療法の開発

RBPJの発現レベルに影響
される膠芽腫の細胞形質
転換とテモゾロミドの反応

性

田中　慎吾

骨軟部肉腫における腫瘍
免疫状態の解明と新規免

疫療法の開発

液体窒素を用いた腫瘍処
理骨再建術における処理
骨周囲膜組織の機能解明

淺野　陽平

眼圧日内変動に対するメ
ラトニン系の役割の解明

東出　朋巳

改変型TIMP-3を用いた選
択的軟骨破壊阻害による
進行性下顎頭吸収の抑制

脳動脈瘤再発予防に向け
た数値流体力学解析によ
るステント併用コイル塞栓

術の開発

見崎　孝一 附属病院

神経膠腫におけるエクソ
ソームを介した新規治療の

開発
筒井　泰史 附属病院

EBウイルスによるDNAメチ
ル化誘導機構の解明と新
規上咽頭癌治療法の開発

近藤　悟 附属病院

原発性アルドステロン症に
おける網膜神経節細胞死
―その機序と緑内障との

比較―

杉山　和久 医学系
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保健学系

医学系

融合科学系

医薬保健学総合研究科

附属病院

三秋　泰一

医学系

保健学系

淺井　仁

がん進展制御研究所

附属病院

内藤　暢茂

AIアプリPHRとVRを活用し
た３Dオンライン診療システ

ムの構築
米田　隆

大腸癌肝転移に対して免
疫原性細胞死がabscopal
効果に及ぼす影響の研究

齋藤　裕人

ハイリスクアプローチ基盤
の地域支援者向け自殺予
防教育プログラムの開発

田中　浩二

片麻痺プッシャー現象の
客観的評価法と感覚参照
系を踏まえた治療法の開

発

院外心停止に対する現場
蘇生中止基準の開発研究

後藤　由和

アルツハイマー病ハイリス
ク地域住民の海馬容積に
注目した防御的生活習慣

因子の探索

小松　潤史

自閉スペクトラム症の症状
を改善する生活習慣の検
討ー加速度計を用いた検

討ー

ヒト皮下脂肪間質細胞を用
いた拍動心筋細胞の心不
全治療応用へ向けた研究

高島　伸一郎

安静時の膝伸筋群の超音
波画像を用いた広範囲年
齢層の膝伸筋最大筋力の

推定

EGFR変異肺がんにおい
て併存するRBM10遺伝子

変異の機能解析
南條　成輝

縦型オープンMRIによる骨
盤底筋群と股関節周囲筋
の共同収縮機序の解明

間所　祥子 保健学系

網羅的D-アミノ酸解析に
よる伝統的発酵食品と健
康長寿・腎保護との関連

性解明

北島　信治 附属病院
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附属病院

医薬保健学総合研究科

高田　忠徳

附属病院

附属病院

附属病院

附属病院

飯塚　崇

附属病院

医学系

渡辺　知志

心房細動のリスク因子探
索と高齢者への最適治療
戦略構築をめざす大規模

コホート研 究

津田　豊暢

非侵襲的に記録された皮
膚交感神経活動の心房細
動治療における役割の解

明

草山　隆志

肺胞マクロファージによる2
型肺胞上皮細胞の増殖・

分化制御機構の解明

分子標的薬併用による甲
状腺癌内用療法不応性患
者に対する次世代治療戦

略の検証

廣正　智

小児脊柱側弯症患者の全
脊椎X線CT検査における
低線量プロトコルの開発

アンスラサイクリン系抗が
ん剤心筋症における不可
逆性に関するメカニズムの

解明

下島　正也

リンパ節転移微小環境に
おける癌進展機構に立脚
したリンパ節修飾薬の開発

八重樫　洋

ヒト絨毛外栄養膜特異抗
原による新しい免疫制御
作用と妊娠高血圧腎症早

期診断への応用

心臓専用半導体SPECTを
用いた複数分子同時収集
の物理因子解明と補正技

術の確立

澁谷　孝行 保健学系

肝腫瘍画像診断の標準化
診断法における新WHO分
類に基づく病理組織学的

根拠の確立

五十嵐　紗耶 附属病院

再生不良性貧血における
７番染色体欠失クローン進

展機序の解明
材木　義隆 附属病院

カバジタキセル耐性獲得
におけるケモカインと免疫
機構の作用機序の解明

岩本　大旭 附属病院
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附属病院
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篁　俊成

その他部局等

医学系

石宮　舞

吉崎　智一 医学系

附属病院

上咽頭癌における新規バ
イオマーカーの開発と臨

床応用
平井　信行

概日リズム障害は緑内障
発症を誘導するか？

土屋　俊輔

地域脳健診での認知症発
症と口腔機能の関連解析

West症候群の早期診断を
目指したオンライン動画診

断支援システムの確立
黒田　文人

細胞競合現象に基づく上
咽頭癌発癌機構の解析
と、新規治療法の開発

小森　岳

新型コロナウイルス感染症
流行によるステイホームが

ロコモに与える影響
黒川　由貴 附属病院

ポストAR時代の治療戦略
構築に向けたアンドロゲン
非依存前立腺癌進展機構

の解明

溝上　敦 医学系

高速原子間力顕微鏡によ
るキラルアミノ酸代謝の可

視化解析
和田　隆志

連続肝生検アプローチに
よる糖尿病性脂肪肝炎の

バイオマーカー探索

新規生物学的コンセプトを
応用した頭頸部ウイルス発
癌超早期治療法の開発

回復期待度による新規リハ
ビリテーション指針確立に
向けた白質神経線維の可

塑性の解明

中嶋　理帆

個別化医療の臨床応用を
目指した胆道癌同所移植

マウスモデルの開発

保健学系

高田　智司
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日本学術
振興会

医学系

上咽頭癌におけるエクソ
ソームへのPD-L1分泌を

介した抗PD-1抗体耐性機
構

小林　英士 医学系

膠芽腫医療に抜本的変革
をもたらす血液バイオマー
カーの分子基盤の構築

中田　光俊 医学系

がん進展制御研究所

地域住民コホート研究を
用いた先進的ゲノム解析
による心不全超精密個別

化医療開発

多田　隼人 附属病院

原発性アルドステロン症に
おける新治療戦略ー安全
かつ高奏功な根本治療の

開発

絹谷　清剛

揺動MRIによる睡眠時グリ
ンファティックシステム活性

度解析法の開発
岡本　里穂 附属病院

治療耐性膵がんの悪性形
質を繋ぐ分子経路の解明
と耐性制御法開発への応

用

源　利成

附属病院
MRIバイオマーカを使用し
た腎腫瘍の非侵襲的良悪

性鑑別法の開発
牧野　有希

簡便に検査可能なウェア
ラブル筋電計を用いた睡
眠時ブラキシズムの基準

値に関する研究

中田　晶子 附属病院

一側性難聴者の軟骨伝導
補聴器による語音聴取改

善に関する研究
永井　理紗 附属病院

学校教育系

神経筋難病患者における
筋肉の量的、質的変化が
薬物治療に及ぼす影響の

定量的解明

松下　良 薬学系

膵癌高危険群における膵
液中マイクロRNAとエピゲ
ノム解析による早期診断法

の確立

大坪　公士郎 附属病院

自閉スペクトラム症児の言
語特性の神経基盤の検
討・支援法に関する研究

吉村　優子

1,200,000

7,000,000

2,800,000

4,600,000

4,800,000

480,000

450,000

440,000

350,000

700,000

1,100,000

600,000
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補
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医学系

遺伝性血栓症の病因（オ
ミックス解析）と病態の解明

森下　英理子 保健学系

高速原子間力顕微鏡を用
いた凝集タンパクのクロス・
シーディング効果の時空

間的観察

小野　賢二郎 医学系

Bloom症候群モデルマウス
を用いた血液腫瘍発症を
予防する遺伝子治療前臨

床試験

伊川　泰広

附属病院

高リスク神経芽腫に対する
超効果的・効率的核医学

治療法の開発
萱野　大樹 医学系

肝腫瘍におけるvessel co-
optionのイメージバイオ

マーカーの開発
小坂　一斗 附属病院

統合失調症と気分障害に
おける作業記憶ネットワー
ク障害のニューロンメカニ

ズム

川端　梨加

保健学系

拡散MRIと位相コントラスト
法を組み合わせた新たな
脳血流定量イメージングの

確立

大野　直樹 保健学系

小児多系統炎症性症候群
の免疫学的解析とバイオ

マーカー探索
松田　裕介 医学系

内視鏡医を対象とした線
量計一体型放射線防護眼

鏡の開発
松原　孝祐

附属病院

炎症性腸疾患の遺伝学的
病型診断と個別化治療に

関する研究
山田　真也 附属病院

T細胞受容体遺伝子と免
疫チェックポイント阻害薬
による肝がん新規治療開

発

中河　秀俊 医学系

新生児ヘモクロマトーシス
の原因となるアロ抗体同定
とIVIG治療の理論的基盤

の確立

谷内江　昭宏

600,000

400,000

800,000

1,100,000

900,000

1,000,000

1,100,000

850,000

1,300,000

1,900,000

2,100,000

600,000
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先進予防医学研究センター

全身性強皮症におけるＢ
細胞の包括的解析

松下　貴史 医学系

軽鎖沈着症を生じるM蛋
白の構造的・機能的"質"

の解明
西岡　亮 附属病院

肝がんにおける循環癌間
質細胞の特性と臨床的意

義の探索
山下　竜也

附属病院

大血管手術後の脊髄虚血
に関するバイオマーカー

の測定と探索
竹村　博文 医学系

ビタミンB2を用いた生体組
織の血流診断法の開発

齋藤　大輔 附属病院

膵癌個別化治療のための
血小板を利用した新たな
バイオマーカーの確立

牧野　勇

医学系

D I Cにおける炎症と凝固
の相互作用と血管作動性

物質の制御
朝倉　英策 附属病院

代用音声による人工呼吸
器装着患者とのコミュニ

ケーション促進
佐藤　康次 附属病院

敗血症性心筋障害におけ
るエンドセリンA受容体拮
抗薬の効果と機序の解明

岡島　正樹

医学系

脊椎腫瘍に対する凍結融
解壊死治療の安全性の確
立および脊髄保護対策

出村　諭 附属病院

人工関節周囲感染予防に
おける理想的な希釈ポピド
ンヨード術中洗浄液の使

用方法の確立

井上　大輔 医学系

脳動脈瘤破裂に関わる
RAGEの役割についての

検証
上出　智也

500,000

1,300,000

950,000

900,000
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800,000
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附属病院

骨軟部腫瘍における微小
環境の解明と新規治療標

的の探索
土屋　弘行 医学系

脂肪由来幹細胞を用いた
骨関節感染症治療用バイ

オインプラントの開発
林　克洋 医薬保健学総合研究科

糖尿病による骨癒合遅延
に対する糖化ストレス解消

療法の開発
松原　秀憲

附属病院

マウス胎盤ラビリンス層に
出現する新規GLAST陽性

細胞の機能解析
鏡　京介 附属病院

フィブリン形成を介した腹
水卵巣癌細胞の新しい

TME形成機序
松岡　歩 附属病院

KRAS活性を介したダブル
ネガティブ去勢抵抗性前
立腺癌進展機構の解明

泉　浩二

附属病院

慢性腎臓病治療による健
康寿命延伸効果に関する

ビッグデータ解析
小倉　央行 附属病院

前十字靭帯再建術による
腱の採取が筋力および動

作に影響を与えるか
仙石　拓也 附属病院

バリア効果と抗炎症効果
による脂肪由来幹細胞

シートの神経周囲癒着予
防効果の研究

中村　勇太

附属病院

FLASH放射線治療を想定
したゲル線量計ボーラスを
用いた線量分布検証法の

開発

武村　哲浩 保健学系

子宮内免疫抑制剤曝露児
に対するワクチン接種の妥

当性評価
藤田　有美 附属病院

XRを活用した前方視的（リ
アルタイム）食事指導AIア

プリ開発と検証
米谷　充弘

900,000

1,000,000

800,000

1,200,000

800,000

700,000

1,800,000
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附属病院

トロンボモジュリン結合障
害型異常プロトロンビンに
よる血栓形成機構の分子

学的解析

長屋　聡美 保健学系

統合失調症の作業記憶
ネットワークにおけるGABA
伝達変化のシナプス後部

メカニズム

坪本　真 附属病院

複合免疫治療の効果およ
び免疫関連有害事象に関

わる末梢血バイオマー
カーの開発

丹保　裕一

附属病院

心筋梗塞後抑うつ状態に
おけるシグマ1受容体定量
可視化による心脳連関の

解明

森　博史 附属病院

ディープラーニング技術を
使用した上腹部CT検査に
おける低線量プロトコルの

開発

峰広　香織 附属病院

MRIを用いた総合的肝硬
度評価法の確立

小野田　農

附属病院

非アルコール性脂肪肝炎
における局所環境動態に
基づく間葉系幹細胞治療

の機序解明

関　晃裕 附属病院

シングルセルマルチオミッ
クス解析による肝がん微小

環境の解明
村居　和寿 保健学系

MAPキナーゼ経路の制御
による全身性エリテマトー
デスの新規治療法の開発

宇佐美　雅章

附属病院

糖尿病性腎症における腸
内細菌を介した腎障害機

序の可視化
大島　恵 附属病院

COVID-19に関連する急
性腎障害におけるD-アミノ

酸の意義
宮川　太郎 附属病院

薬剤溶出性ステント留置
後の内皮化のメカニズムの

解明
森　雅之
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附属病院

膵癌における三次リンパ様
構造(TLS)の役割解明と治

療への応用
高田　智司 附属病院

β-catenin / CBP 阻害剤
が肝切除後の肝再生に与

える影響に関する研究
蒲田　亮介 附属病院

アルドステロン産生副腎過
形成の成因となる脂肪組
織由来miRNAの探索と機

能解析

中野　雄二郎

附属病院

循環腫瘍細胞の免疫寛容
獲得機構の解明と新規転

移抑制治療法の開発
山本　恵 附属病院

マウス子宮蠕動運動と食
事による概日リズム調節に
注目した産科婦人科疾患

予防法の探索

細野　隆 附属病院

腎細胞癌原発巣中心壊死
組織に着目した遠隔癌細

胞活性化機構の解明
門本　卓

近視性緑内障病態解明の
ための眼位変化時の視神
経乳頭構造および眼血流

の解析

宇田川　さち子 附属病院

進行胃癌に対する抗がん
剤選択効率化のための医

療経済評価研究
柏　宗伸 薬学系

医学系

脳手術と脳科学の変革を
狙った機能シフトを担う脳
浅層神経ネットワークの解

析

中田　光俊 医学系

がん特異的グルタミノリシ
スを利用したミトコンドリア
標的セラノスティクス薬剤

の開発

小林　正和 保健学系

脈管内がん幹細胞の胚シ
グナル分子による微小環
境形成機構とそれを標的

にした治療戦略

藤原　浩

PML-RARA融合遺伝子サ
ブタイプが規定する白血

病幹細胞性獲得機構の解
明

宮本　敏浩 医学系
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医学系

前眼部難病の標準的診断
基準およびガイドライン作

成のための調査研究

750,000
厚生労働

省

 原発性免疫不全症候群の
診療ガイドライン改訂、診
療提供体制・移行医療体
制構築、データベースの

確立に関する研究

和田　泰三

ゲノム多様性獲得による子
宮内膜胚着床環境整備と
発癌抑制機構解明に向け

た基礎研究

水本　泰成 医学系

医薬保健学総合研究
科

FOXO3活性化による胃が
ん悪性化機構の解明と臨

床効果の検証
辻　敏克 附属病院

経静脈的に全身投与した
ADSCsの自家神経移植治
療における作用機序の解

明

本田　宗一郎 附属病院

術前liquid biopsyを用いた
ゲノム・RNA発現解析によ
る肺癌術後の個別化医療

の探索

木場　隼人

医学系

 難治性血管炎の医療水
準・患者QOL向上に資す

る研究
和田　隆志 その他部局等

 難治性腎障害に関する調
査研究

和田　隆志 その他部局等

 アミロイドーシスに関する
調査研究

小野　賢二郎

小林　顕 附属病院

 突発性大腿骨頭壊死症の
医療水準及び患者QOL
向上に資する大規模多施

設研究

加畑　多文 医学系

 強皮症・皮膚繊維化疾患
の診断基準・重症度分類・
診療ガイドライン・疾患レジ

ストリに関する研究

濱口　儒人 医学系

 自己炎症性疾患とその類
縁疾患の全国診療体制整

備、移行医療体制の構
築、診療ガイドライン確立

に関する研究

和田　泰三 医学系

1,900,000

1,100,000

1,100,000

1,100,000

200,000

235,000

500,000

100,000

200,000

1,000,000
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委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

保健学系

附属病院

藤野　陽

脊柱靭帯骨化症に関する
調査研究

保健管理センター

融合科学系

川野　充弘

附属病院

附属病院

出村　諭

吉川　弘明

保健管理センター

島上　哲朗 保健管理センター

米田　隆

 オンライン特定保健指導・
オンライン診療における
PHR活用による行動変容

に関する研究

 先天異常症候群のライフ
ステージ全体の自然歴と
合併症の把握：Reverse

phenotypingを包含したア
プローチ

渡邉 淳

 lgG4関連疾患の診断基準
並びに診療指針の確立を

目指す研究

 特発性心筋症に関する調
査研究

 肝炎総合対策の拡充への
新たなアプローチに関す

る研究
島上　哲朗

新たな手法を用いた肝炎
ウイルス検査受験率・陽性
者受診率の向上に資する

研究

血液凝固異常症等に関す
る研究

森下　英理子 保健学系

 lgG4関連疾患の診断基準
並びに診療指針の確立を

目指す研究
高比良　雅之 附属病院

 特発性造血障害に関する
調査研究

山崎　宏人 附属病院

神経免疫疾患のエビデン
スに基づく診断基準・重症
度分類・ガイドラインの妥
当性と患者QOLの検証

 ネットワーク社会における
地域の特性に応じた肝疾
患診療連携体制構築に資

する研究

金子　周一 医薬保健学総合研究科

950,000

800,000

15,385,000

800,000

450,000

800,000

11,538,000

10,731,000

300,000

250,000

4,000,000

400,000

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　計 388,611,764　　 　計

(注) 1

2

3 　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は
委託元を記入すること。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを
記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。

医学系

保健学系

林　研至

医学系

保健学系

 慢性活動性EBV病の疾患
レジストリ情報に基づく病

型別根治療法の確立
和田　泰三

 放射線診療の発展に対応
する放射線防護の基準策

定のための研究

 放射線療法の提供体制構
築に資する研究

絹谷　清剛

 小児から成人期発症遺伝
性QT延長症候群の突然

死予防に関する研究

松原　孝祐

 指定難病の普及・啓発に
向けた包括的研究

和田　隆志 その他部局等

 原発性脂質異常症に関す
る調査研究

多田　隼人 附属病院

自己免疫性出血症治療の
「均てん化」のための実態
調査と「総合的」診療指針

の作成

朝倉　英策 附属病院 500,000

150,000

300,000

27,750,000

200,000

100,000

5,600,000

厚生労働
省

厚生労働
省

 全国規模の肝炎ウイルス
感染状況の把握及びウイ
ルス性肝炎 elimination に
向けた方策の確立に資す

る疫学研究

島上　哲朗 保健管理センター 1,000,000
厚生労働

省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省

厚生労働
省



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 消化器内科
Hsp70.1 carbonylation
induces lysosomal cell death
for lifestyle-related diseases

Review

2 消化器内科

Development of
performance indicators for
hepatitis countermeasures
as a tool for the assessment
and promotion of liver
cancer prevention in Japan

Original Article

3 消化器内科
[The locoregional therapy
for hepatocellular
carcinoma]

Original Article

4 消化器内科

Efficacy of a novel self-
expandable metal stent with
dumbbell-shaped flare ends
for distal biliary obstruction
due to unresectable
pancreatic cancer

Original Article

5 消化器内科

Eradication of angiomas by
nylon loop snare ligation
under total enteroscopy, in
disseminated intravascular
coagulation associated with
blue rubber bleb nevus
syndrome

Original Article

6 消化器内科

Germline variants in cancer-
predisposing genes in
pancreatic cancer patients
with a family history of
cancer

Others

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における
所属

題名

Shimakami T, Setoyama H,
Oza N, 他

Yamashita T, Terashima T,
Yamashita T.

雑誌名・
出版年月等

Miyazawa M, Takatori H,
Okafuji H, 他

Nakagawa H, Takatori H,
Hayashi T, 他

Terashima T, Morizane C,
Ushiama M, 他

J Gastroentero. 2023
Mar; 58(3):257-267.

Sci Rep. 2022 Dec;
12(1):21100.

Endoscopy. 2022 Oct;
55(S 01):E137-E138.

Jpn J Clin Oncol. 2022
Oct; 52(10):1105-1114.

Yamashima T, Seike T,
Oikawa S, 他

Front Mol Biosci. 2023
Feb; 9:1063632.

Nihon Shokakibyo
Gakkai Zasshi. 2023
Jan; 120(1):35-45.

（様式第3）



7 消化器内科

Esophago‑aortic fstula of
esophageal cancer after
chemotherapy, proton
therapy and salvage
photodynamic therapy: a
rescued case

Case report

8 消化器内科

Esophago-aortic fistula of
esophageal cancer after
chemotherapy, proton
therapy and salvage
photodynamic therapy: a
rescued case

Case report

9 消化器内科

Preexisting Humoral
Immunity Cross-Reacting
with SARS-CoV-2 Might
Prevent Death Due to
COVID-19 in Critical
Patients

Original Article

10 消化器内科

Hydroxynonenal Causes
Hepatocyte Death by
Disrupting Lysosomal
Integrity in Nonalcoholic
Steatohepatitis

Original Article

11 消化器内科

A single hepatitis B virus
genome with a reporter
allows the entire viral life
cycle to be monitored in
primary human hepatocytes

Original Article

12 消化器内科

Peptide vaccine-treated,
long-term surviving cancer
patients harbor self-
renewing tumor-specific
CD8(+) T cells

Original Article

13 消化器内科

Comparative analysis of
medical costs after
hepatectomy versus
radiofrequency ablation in
patients with hepatocellular
carcinoma in real-world
clinical practice

Original Article

Hayashi T, Okamoto K,
Yamashita T.他

Hayashi T, Okamoto K,
Yamada S, 他

Yamashita T, Shimakami
T, Nio K, 他

Seike T, Boontem P,
Yanagi M, 他

Sumiyadorj A, Murai K,
Shimakami T, 他

Mizukoshi E, Nakagawa H,
Tamai T, 他

Terashima T,
Higashibeppu Y, Yamashita
T, 他

Clin J Gastroenterol.
2022 Dec;15(6):1029-
1034.

Clin J Gastroenterol.
2022 Dec; 15(6):1029-
1034.

J Clin Med. 2022 Jul;
11(13):3870.

Cell Mol Gastroenterol
Hepatol 2022 Jul;
14(4):925-944.

Hepatol Commun. 2022
Sep; 6(9):2441-2454.

Nat Commun. 2022 Jun;
13(1):3123.

Hepatol Res. 2022 May;
52(5):471-478.



14 内分泌・代謝内科

Circulating selenoprotein P
levels predict glucose-
lowering and insulinotropic
effects of metformin, but
not alogliptin: A post-hoc
analysis.

Original Article

15 内分泌・代謝内科

Long-term effects of
primary aldosteronism
treatment on patients with
primary aldosteronism and
chronic kidney disease

Original Article

16 内分泌・代謝内科

A case of adrenocortical
carcinoma diagnosed 9
years after the discovery of
adrenal incidentaloma

Case report

17 内分泌・代謝内科

Effect of Intraprocedural
Cortisol Measurement on
ACTH-stimulated Adrenal
Vein Sampling in Primary
Aldosteronism

Original Article

18 内分泌・代謝内科

Comparison of Tofogliflozin
and Glimepiride Effects on
Nonalcoholic Fatty Liver
Disease in Participants With
Type 2 Diabetes: A
Randomized, 48-Week,
Open-Label, Active-
Controlled Trial.

Original Article

19 内分泌・代謝内科

Somatostatin Receptor-
negative and
Fluorodeoxyglucose-
positron Emission
Tomography-positive Lung
Neuroendocrine Tumor G1
Exhibiting Cyclic Cushing's
Syndrome

Case report

20 内分泌・代謝内科

Insulin-glucagon-like
peptide-1 receptor agonist
relay and glucagon-like
peptide-1 receptor agonist
first regimens in individuals
with type 2 diabetes: A
randomized, open-label trial
study.

Original Article

Takeshita Y, Tanaka T,
Takayama H, et al.

Yujiro Nakano, Masanori
Murakami, Kazunari Hara,
et al.

Daisuke Aono, Mitsuhiro
Kometani, Takahiro Asano,
 et al.

Mitsuhiro Kometani, 
Takashi Yoneda, Shigehiro
Karashima, et al.

Takeshita Y, Honda M,
Harada K, et al.

Chiaki Nomura, Yujiro
Nakano, Takeo Tanaka, et
al.

Takeshita Y, Kita Y,
Tanaka T, et al.

J Diabetes Investig.
2023 Feb; 14(2): 230-
235.

Clin Endocrinol (Oxf).
2023 Mar; 98(3): 323-
331.

Endocr J. 2022 Dec 28;
69(12): 1415-1421.

J Endocr Soc. 2022 Jul
26; 6(9): bvac104. 

Diabetes Care. 2022
Sep 1; 45(9): 2064-
2075.

Intern Med. 2022 Dec
15; 61(24): 3693-3698.

J Diabetes Investig.
2022 Jun; 13(6): 965-
974.



21 リウマチ・膠原病内科
Tongue telangiectasias in
systemic sclerosis.

Case report

22 リウマチ・膠原病内科

Evaluating tubulointerstitial
compartments in renal
biopsy specimens using a
deep learning-based
approach for classifying
normal and abnormal
tubules.

Original Article

23 リウマチ・膠原病内科

Central fibrous area in the
glomerular vascular pole
consists of fibrous collagens
and is associated with
advanced age: a cross-
sectional study.

Original Article

24 リウマチ・膠原病内科

Systemic sarcoidosis with
subcutaneous, muscular,
cardiac, and lymph node
involvement.

Original Article

25 リウマチ・膠原病内科

CCR2- and CCR5-mediated
macrophage infiltration
contributes to glomerular
endocapillary hypercellularity
in antibody-induced lupus
nephritis.

Original Article

26 循環器内科
Impact of Healthy Lifestyle
in Patients With Familial
Hypercholesterolemia

Original Article

27 循環器内科

Single cell transcriptomics
identifies adipose tissue
CD271+ progenitors for
enhanced angiogenesis in
limb ischemia

Original Article

Takeshi Zoshima,
Mitsuhiro Kawano.

Satoshi Hara, Emi Haneda,
Masaki Kawakami 他

Satoshi Hara, Yutaka
Yamaguchi, Takeshi
Zoshima 他

Takeshi Zoshima, Hirofumi
Okada, Mitsuhiro Kawano.

Takeshi Zoshima,
Tomohisa Baba, Yamato
Tanabe 他

Tada H, Kojima N,
Yamagami K, et al.

Oto Inoue, Chiaki Goten, 
Daiki Hashimuko,et al

The New England
Journal of Medicine
387(8):737, 2022 Aug.

PLoS One
17(7):e0271161, 2022
Jul.

BMC Nephrology
23(1):204, 2022 Jun.

Clinical Rheumatology
41(9):2913-2914, 2022
Sep.

Rheumatology (Oxford,
England) 61(7):3033-
3048, 2022 Jul.

JACC Asia. 2023 Jan
31;3(1):152-160

bioRxiv. 2023 Feb
13:2023.02.09.527726.
doi:
10.1101/2023.02.09.527
726. Preprint.



28 循環器内科

Important Role of
Endogenous Nerve Growth
Factor Receptor in the
Pathogenesis of Hypoxia-
Induced Pulmonary
Hypertension in Mice

Original Article

29 循環器内科

Effect of Catheter Ablation
for Atrial Fibrillation in Heart
Failure With Mid-Range or
Preserved Ejection Fraction
- Pooled Analysis of the AF
Frontier Ablation Registry
and Hokuriku-Plus AF
Registry

Original Article

30 循環器内科

Early diagnosis and
treatments in childhood are
associated with better
prognosis in patients with
familial hypercholesterolemia

Original Article

31 循環器内科

Synergistic effect of
lipoprotein (a) and C-
reactive protein on
prognosis of familial
hypercholesterolemia

Original Article

32 循環器内科

Impact of variants of
uncertain significance of
LDL receptor on phenotypes
of familial
hypercholesterolemia.

Original Article

33 循環器内科 Sitosterolemia Others

34 循環器内科

Clinical Characteristics,
Outcomes, and Risk Factors
for Adverse Events in
Elderly and Non-Elderly
Japanese Patients With
Non-Valvular Atrial
Fibrillation　- Competing
Risk Analysis From the
Hokuriku-Plus AF Registry.

Original Article

Tada H, Kojima N,
Yamagami K

Tsuda T, Hayashi K, Kato
T, Usuda K, et al

Tada H, Kojima N,
Yamagami K

Chiaki Goten, Soichiro
Usui, Shinichiro
Takashima, et al.

Tada H, Kojima N,
Yamagami K, et al.

Tada H, Kojima N,
Takamura M, et al

Tsuda T, Hayashi K, Kato
T, Usuda K, et al

Int. J. Mol. Sci. 2023;
24(3): 1868

Circ J. 2023 Jun
23;87(7):939-946. doi:
10.1253/circj.CJ-22-
0461. Epub 2022 Dec 2.

Am J Prev Cardiol.
2022 Nov 19;12:100434

Am J Prev Cardiol.
2022 Nov 11;12:100428

J Clin Lipidol. 2022
Nov-Dec;16(6):863-869

Adv Clin Chem.
2022;110:145-169

Circ Rep. 2022 Jun
15;4(7):298-307. doi:
10.1253/circrep.CR-
22-0012. eCollection
2022 Jul 8.



35 循環器内科

Children with Severe
Hypercholesterolemia
Caused by a Pathogenic
Mutation in ABCG5

Case report

36 循環器内科

Effects of Different Types
of Pathogenic Variants on
Phenotypes of Familial
Hypercholesterolemia

Original Article

37 循環器内科
Clinical and genetic features
of sitosterolemia in Japan

Original Article

38 循環器内科

Prospective Registry Study
of Primary Dyslipidemia
(PROLIPID): Rationale and
Study Design

Others

39 循環器内科

Achilles Tendon Thickness
Assessed by X-ray
Predicting a Pathogenic
Mutation in Familial
Hypercholesterolemia Gene

Original Article

40 腎臓内科

Intra-Brain and Plasma
Levels of L-Serine Are
Associated with Cognitive
Status in Patients with
Chronic Kidney Disease

Original Article

41 腎臓内科

Predictors of damage
accrual in patients with
antineutrophil cytoplasmic
antibody-associated
vasculitis: A nationwide
prospective study

Original Article

Tada H, Kurashina T,
Ogura M, et al

Tada H, Kojima N,
Yamagami K, et al.

Iwata Y, Nakade Y,
Kinoshita M,et al

Hara A, Sada KE, Wada T,
et al.

Tada H, Okada H, Nomura
A, et al

Tada H, Kojima N,
Yamagami K, et al.

Tada H, Hori M, Matsuki K,
et al

Intern Med. 2023 Jan
15;62(2):251-259

Front Genet. 2022 Apr
11;13:872056

Clin Chim Acta. 2022
May 1;530:39-44

J Atheroscler Thromb.
2022 Jun 1;29(6):953-
969

J Atheroscler Thromb.
2022 Jun 1;29(6):816-
824

Kidney Dis (Basel)2023
Jan;9(2):118-129

Mod Rheumatol. 2023
Mar 17;road029.



42 腎臓内科

Sex differences in risk
factors for end-stage kidney
disease and death in type 2
diabetes: A retrospective
cohort study.

Original Article

43 腎臓内科

Effects of canagliflozin on
liver steatosis and fibrosis
markers in patients with
type 2 diabetes and chronic
kidney disease: a post-hoc
analysis of the CREDENCE
trial

Original Article

44 腎臓内科

Increased levels of oral
Streptococcus-derived D-
alanine in patients with
chronic kidney disease and
diabetes mellitus.

Original Article

45 腎臓内科

Effect of Low-Density
Lipoprotein Apheresis on
Quality of Life in Patients
with Diabetes, Proteinuria,
and Hypercholesterolemia

Original Article

46 腎臓内科

Kif26b contributes to the
progression of interstitial
fibrosis via migration and
myofibroblast differentiation
in renal fibroblast

Original Article

47 腎臓内科

Association between Anti-
Erythropoietin Receptor
Antibodies and Cardiac
Function in Patients on
Hemodialysis: A Multicenter
Cross-Sectional Study

Original Article

48 腎臓内科

Interleukin-6 and
Cardiovascular and Kidney
Outcomes in Patients With
Type 2 Diabetes: New
Insights From CANVAS

Original Article

Oshima M, Iwata Y,
Toyama T,et al

Koshino A, Oshima M,
Arnott C,et al

Nakade Y, Iwata Y, Sakai
N,et al

Hara A, Wada T, Muso E,et
al

Yamamura Y, Iwata Y,
Furuichi K,et al

Mochida Y, Hara A, Oka M,
et al.

Koshino A, Schechter M,
Sen T, et al.

J Diabetes. 2023
Feb;15(3):246-254

Diabetes Obes
Metab.2023
Feb;25(5):1413-1418

 Sci Rep.2022
Dec;12(1):21773.

Blood Purif.2022
Dec;52(4):373-381

FASEB J. 2022
Nov;36(11):e22606. 

Biomedicines. 2022 Aug
26;10(9):2092

Diabetes Care. 2022
Nov 1;45(11):2644-
2652.



49 腎臓内科

Systematic review and
meta-analysis for 2023
clinical practice guidelines of
the Japan research
committee of the ministry of
health, labour, and welfare
for intractable vasculitis for
the management of ANCA-
associated vasculitis

Original Article

50 腎臓内科

Membranous Nephropathy-
Like Apolipoprotein E
Deposition Disease with
Apolipoprotein E Toyonaka
and Homozygous
Apolipoprotein E2/2 without
Dyslipidemia, with
Characteristic Electron-
Dense Deposits

Case report

51 腎臓内科

Effect of canagliflozin on the
decline of estimated
glomerular filtration rate in
chronic kidney disease
patients with type 2
diabetes mellitus: A
multicenter, randomized,
double-blind, placebo-
controlled, parallel-group,
phase 3 study in Japan

Original Article

52 腎臓内科

Cyclin-dependent kinase 4-
related tubular epithelial cell
proliferation is regulated by
Paired box gene 2 in kidney
ischemia-reperfusion injury.

Original Article

53 腎臓内科
Protective Effect of D-
Alanine Against Acute
Kidney Injury.

Original Article

54 腎臓内科
Intestinal Bacterial
Translocation Contributes to
Diabetic Kidney Disease

Original Article

55 腎臓内科
Repeated Necrotizing
Lymphadenitis with MEFV
Gene Mutations.

Case report

Watanabe R*, Oshima M*,
Nishioka N*, et al. (equally
contributed)

Koshino A, Takaeda C,
Matsuno T,et al.

Wada T, Mori-Anai K,
Takahashi A,et al.

Iwata Y, Nakade Y,
Kitajima S,et al.

Linh HT, Iwata Y, Senda Y,
et al.

Yamamura Y, Furuichi K,
Toyama T,et al.

Sako K, Furuichi K,
Makiishi S,et al.

Mod Rheumatol. 2022
Sep 16;roac114.

Case Rep Nephrol
Dial,2022.June;10;12(2):
96-104

J Diabetes
Investig,2022.August;13(
12):1981-1989

Kidney
Int,2022.April;102(1):45-
57

Am J Physiol Renal
Physiol,2022.4April,322(
6):F667-F679.

J Am Soc Nephrol.
2022 Jun;33(6):1105-
1119.

Intern
Med,2022,April;61(7):11
05-1110



56 腎臓内科

Long-term prognosis of
focal segmental
glomerulosclerosis treated
with therapeutic low-density
lipoprotein-apheresis in
patients with severe kidney
dysfunction and proteinuria

Original Article

57 総合診療科
Cardiac light-chain
deposition disease and hints
at diagnosing: a case report.

Case report

58 脳神経内科

Charcot-Marie-Tooth
Disease with A Novel
Variant in Gap Junction
Protein Beta 1 Presenting
with Visual Field Defects.

Case report

59 脳神経内科

Effects of Melissa officinalis
extract containing
rosmarinic acid on cognition
in older adults without
dementia: a randomized
controlled trial.

Original Article

60 脳神経内科

Association of the prefrailty
with global brain atrophy and
white matter lesions among
cognitively unimpaired older
adults: the Nakajima study.

Original Article

61 脳神経内科

A case of autoimmune glial
fibrillary acidic protein
astrocytopathy presenting
with magnetic resonance
imaging mimics of multiple
sclerosis.

Case report

62 脳神経内科

Deterioration after liver
transplantation and
transthyretin stabilizer
administration in a patient
with ATTRv amyloidosis with
Leu58Arg (p.Leu78Arg) TTR
variant.

Case report

Shinji Kitajima, Megumi
Osima, Hisayuki Ogura,et
al

Ryo Nishioka, Shohei
Yoshida, Hiroyuki
Takamatsu 他

Nozaki I, Hashiguchi A,
Takashima H 他

Noguchi-Shinohara M,
Hamaguchi T, Sakai K 他

Noguchi-Shinohara M,
Ono K, Yuki-Nozaki S 他

Sakashita Y, Nozaki I,
Hamaguchi T 他

Hikishima S, Sakai K,
Akagi A 他

Rheumatology and
Autoimmunity, 2023,
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記入すること。

Yuya Futagi, Yukio Suga,
Tsutomu Shimada 他

Junya Nakade, Yoko
Nakamura, Yusuke
Katayama他

Yuya Futagi, Yuriko Ito,
Junya Nakade他

Arimi Fujita, Saki Noguchi,
Rika Hamada他

Ann Hematol.
102(2):463-465. 2023
Feb;

J Infect Chemothe.
29(1):43-47. 2023 Jan

Int J Infect
Dis.122:722-724. 2022
Sep

Front. Drug Deliv.,2,
2022, July



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有 ・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有 ・無 

・ 手順書の主な内容 

審査対象に関する事項、委員会の組織に関する事項、委員会の会議に関する事項、申請手続き

及び結果の報告に関する事項、疑義申立てに関する事項、迅速審査に関する事項、実施状況の調

査等に関する事項、資料の入手に関する事項、委員会の運営に関する事項、記録の保存に関する

事項 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１１回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

○有 ・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無 

・ 規定の主な内容 

委員会の目的及び職務に関する事項、委員会の組織及び組織運営に関する事項 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年１回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１２回 

 ・研修の主な内容 

臨床研究の研究責任者、研究分担者その他の研究の実施に携わる者又は今後研究の実施に携わ

る予定の者を対象に、人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針に関する事項、研

究デザインに関する事項、臨床研究の品質保証に関する事項、その他生命科学・医学系研究の実

施に当たり必要となる知識・技術等に関連する事項について講習会を実施。 

(注）前年度の実績を記載すること。 



様式第 4-1 
(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

1 研修の内容 

各専門研修プログラムに沿って各診療科に所属し、大学病院及び連携病院を循環しながら修練を

行い、それぞれの専門医、あるいは認定医の資格取得を目指します。 

 また、診療技術の習得だけでなく臨床研究も行う事が可能である。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数          148人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

山下  太郎 消化器内科 科長 28年  

篁   俊成 内分泌・代謝内科 科長 35年  

水島 伊知郎 リウマチ・膠原病内科 科長 20年  

矢野 聖二 呼吸器内科 科長 33年  

高村 雅之 循環器内科 科長 30年  

坂井 宣彦 腎臓内科 科長 27年  

宮本 敏浩 血液内科 科長 32年  

小野 賢二郎 脳神経内科 科長 23年  

菊知 充 神経科精神科 科長 29年  

和田 泰三 小児科 科長 31年  

小林 聡 放射線科 科長 33年  

髙松 繁行 放射線治療科 科長 22年  

松下 貴史 皮膚科 科長 24年  

竹村 博文 心臓血管外科 科長 38年  

松本 勲 呼吸器外科 科長 32年  

稲木 紀幸 消化管外科 科長 26年  

八木 真太郎 肝胆膵・移植外科 科長 26年  

寺川 裕史 乳腺外科 科長 15年  

酒井 清祥 小児外科 科長 21年  

加畑 多文 整形外科 副科長 30年  

溝上 敦 泌尿器科 科長 36年  

杉山 和久 眼科 科長 39年  

吉崎 智一 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 科長 37年  

藤原 浩 産科婦人科 科長 40年  

谷口 巧 麻酔科蘇生科 科長 32年  

中田 光俊 脳神経外科 科長 29年  

絹谷 清剛 核医学診療科 科長 37年  

野村 英樹 総合診療科 科長 35年  

八幡 徹太郎 リハビリテーション科 科長 31年  

岡島 正樹 救急科 科長 27年  

池田 博子 病理診断科 科長 21年  

谷口 巧 集中治療部 部長 32年  

矢野 聖二 がんセンター センター長 33年  

川尻 秀一 歯科口腔外科 科長 35年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

新規採用職員オリエンテーション（詳細別添＊新型コロナウイルス感染症の拡大防止の 

観点から、集合研修は中止とし各所属部署での配付資料・動画視聴を用いた学習を実施） 

新規採用職員に対し、本院職員として職務遂行に必要な知識及び心構え等の基本的な事項 

を習得させ、資質向上と業務効率の増進を図ることを目的とする。 

 ・研修の期間・実施回数 

  令和4年4月1日（金）～4月22日（金） 

 ・研修の期間・実施回数 

  141名（うち、医師・歯科医師以外の者は116名） 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

１．情報セキュリティe-ラーニング 
２．「ハラスメント防止」に関する研修 
３．「法人文書管理」に関する研修 
４．「個人情報の適切な管理」に関する研修 

 ・研修の期間・実施回数 

１．令和4年4月12日（火）～6月30日（木） 
２．令和5年1月16日（月）～2月17日（金） 
３．令和4年10月12日（水）～12月28日（水） 
４．令和4年5月16日（月）～12月28日（水） 

 ・研修の参加人数 

１．1577名 
２．1121名 
３． 908名 
４．1459名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 



様式第 5 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 蒲田 敏文 

  管理担当者氏名 ・副病院長（診療・経営担当）    高村 雅之 
・副病院長（看護担当）       辻 千芽 
・病院長補佐（法務・医療情報担当） 長瀬 啓介 
・病院長補佐（薬剤担当）      崔 吉道 
・総務課長             東川 純也      
・経営管理課長           辻田 恵  
・医事課長             山田 浩美 
・医療支援課長           川﨑 貢 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 医事課 外来病歴ファイルは１
患者１ファイル、入院病
歴ファイルは、１入院期
間１ファイル。 
診療録の院外持ち出し
は禁止されている 

各科診療日誌 医事課 
処方せん 薬剤部 
手術記録 医事課 
看護記録 看護部、医事課 
検査所見記録 医事課 
エックス線写真 医事課 
紹介状 医事課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医事課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ

る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 
 

 

高度の医療の提供の実績 経営管理課、医事課 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課、経営管理課 
医薬保健系事務部 

高度の医療の研修の実績 総務課 
 

閲覧実績 総務課 
 

紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課、薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療支援課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療支援課 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療支援課 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療支援課 
 
 

 
  



様式第 5 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療支援課 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療支援課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療支援課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部、医療支援課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部、医療支援課 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 医療支援課 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経営管理課、ME機器管
理センター、放射線部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経営管理課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経営管理課 

  



様式第 5 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部、医療支援課 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課 

医療安全管理部門の設置状況 総務課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療支援課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療支援課 

監査委員会の設置状況 総務課、医療支援課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療支援課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課、医療支援課 

職員研修の実施状況 医療支援課、総務課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療支援課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務部 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務部 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　　　　　　件

歯科医師 延　　　　　　　　　件

国 延　　　　　　　　　件

地方公共団体 延　　　　　　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　　総務課長　東川　純也

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧の手続の概要
諸記録の開示（閲覧を含む）を請求する者（以下「開示請求者」）は、国立大学法人金沢大学に対し、法
人文書開示請求書を提出する。
　国立大学法人金沢大学は、開示請求があった日から特別な場合を除き30日以内に開示決定等を行
い、開示請求者に通知する。
　開示請求者は、法人文書開示決定通知書を本院へ持参し、閲覧を実施する。

　閲覧責任者氏名 　　病院長　　蒲田 敏文

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・　会議室

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措

置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     ○有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
（１）職員ひとりひとりが安全に関する認識を高め，医療事故防止に積極的に取り

組むと同時に，病院全体としても組織的に医療に係る安全管理事故防止に取り
組み，医療事故等の未然の防止を目指す。 

（２）医療安全管理委員会，医療安全管理部，医療安全管理者，リスクマネジャー
等による医療安全管理体制を整備し，病院全体として医療事故防止及び医療全
体の向上に努める。 

（３）医療安全管理のための研修を企画し，病院職員全体が２回以上受講できるよ
うにする。 

（４）「医療事故防止マニュアル」の作成，医療事故等の報告事例の検討など，医
療安全の確保を目的とした改善方策を実施する。 

（５）医療事故が発生した場合にはおいては，「医療安全管理マニュアル」に沿っ
て対応し，医療上の最善の処置を講ずる。また，患者家族に対して事実を速や
かにわかりやすく説明する。 

（６）患者との信頼関係を築くため，また開かれた医療を推進するため，情報の開
示及び提供に積極的に対応していく。 

（７）患者相談室を設置し、患者及び家族からの医療安全に関する要望、苦情及び
不満を真摯に受け止め、その解決に尽力する。 

 
 
 
 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ ○有・無 ） 
・ 開催状況：年 １２ 回 
・ 活動の主な内容： 

（１）医療に係る安全管理対策に関すること。 
（２）医療事故防止対策に関すること。 
（３）発生した医療事故等の原因の調査及び分析に関すること。 
（４）分析結果を活用した改善策の立案及び実施並びに職員への周知に関すること

。 
（５）改善策の実施状況の調査及び当該方策の見直しに関すること。 
（６）患者が死亡若しくは死産した場合及び濃厚な処置や治療を要した事象が発生

した場合の報告の実施状況の確認に関すること。 
（７）安全管理のための教育及び研修に関すること。 
（８）その他医療に係る安全管理及び医療事故防止に関すること。 
（９）改善策の実施状況の調査等の目的のため，定期的に関係部署の巡回を行う。 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 ５ 回 

 
・ 研修の内容（すべて）： 
 
◆対面及びE－learningにて実施 
・医療安全管理マニュアル改訂のポイント  

（対面開催日2022.9.26、E－learning 2022.10.12-2023.3.31） 
・せん妄と薬/薬剤師の役割とプレアボイド/輸注ポンプの安全な使用と管理 

（対面開催日2022.11.14、E－learning 2022.12.6-2023.3.31） 
・患者安全教育と患者安全のための教育 

（対面開催日2023.2.1、E－learning 2023.2.8-2023.3.31） 
 
◆対面及びオンライン配信にて実施 
・医療安全におけるAiの活用（開催日2022.10.31） 

 



 
 
 

 
・ベッドからの転落により急性硬膜下血腫を来した1事例（開催日2023.3.13） 
 
その他、新規採用者研修「リスクマネジメントについて」 
（４月に開催。その後は随時） 
 
 
 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ ○有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
○事故報告等の分析結果を現場へフィードバック     
○医療従事者の医療事故防止に関する教育 
○事故防止のための基礎知識の提供                 
○事故報告書等から必要なマニュアルを作成 
○インシデントサマリに再発防止策を提案           
○事故防止マニュアルの見直し 
○GRM等による医療現場のラウンド                  
○院内の医療安全ニュースや啓発ポスターの配布 
○院外の事故情報の提供による注意喚起 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    ○有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
1.院内感染対策に関する基本的な考え 

2.院内感染対策のための委員会に関する基本的事項 

3.院内のすべての従事者に対する院内感染対策のための研修に関する基本方針 

4.感染症の発生状況の報告に関する基本方針 

5.院内感染発生時の対応に関する基本方針 

6.患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

7.抗菌薬の適正使用に関する基本方針 

8.院内感染対策の推進のために必要なその他の基本方針 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
(1) 院内感染予防の方策及び監視に関すること 

(2) 院内感染対策のガイドラインの策定及びその実施に関すること 

(3) 院内感染についての教育活動に関すること 

(4) 院内感染の調査に関すること 

(5) 感染制御部の運営に必要な事項に関すること 
その他院内感染に関して委員会が必要と認める事項 
 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 2 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
e-ラーニングを基本とし、一部対面研修を併用して実施した。 
・基本の感染予防策：標準予防策、経路別予防策、多剤耐性緑膿菌発生報告(2022年9月-2023年3月3

1日) 
・空気感染対策：結核の診かた(2022年12月-2023年3月31日) 

 
その他（随時）：新規採用者研修、対象別研修（清掃、リネン・寝具、調理、安全教育専任看護師
養成、看護部ケアアシスタント、リハビリ、研修医、新人看護師） 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
 ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ ○有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
（１）院内感染サーベイランスの実施と分析・評価 
（２）ICTラウンドによる感染対策実施行動の確認と指導 
（３）職業感染防止対策のための計画・実施・評価 
（４）感染管理システムを活用した情報共有 
（５）感染制御担当者による現場における院内感染対策活動の実施及び所属職員への周知徹底 
（６）抗菌薬の使用及び病原微生物分離状況の分析・評価に基づく抗菌薬適正使用の推進 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
     ○有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
    年 1回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
令和4年度実施 
医療安全研修（医薬品安全管理研修 2022年11月-2023年3月 eラーニング形式） 
・せん妄と薬、プレアボイド報告 
 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ ○有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

１）医薬品の採用 ２）医薬品情報の収集・管理・提供 ３）医薬品の購入管理 
４）外来および入院患者への医薬品の供給 ５）病棟における医薬品の管理 
６）入院患者への医薬品使用 ７）ハイリスク薬の取り扱い ８）院内製剤の取り扱い 
９）外来患者への情報提供と薬学的指導 １０）外来・中央診療施設の薬品管理 
１１）放射性医薬品の安全管理・安全使用 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
   ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ ○有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
   短腸症候群による小腸機能不全関連性肝障害に対するω3系脂肪酸製剤(オメガベン)の使用 
   （院内高難度新規医療技術評価委員会にて審議・承認） 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

未承認等の医薬品の使用の情報については調剤担当薬剤師や病棟担当薬剤師が処方鑑
査で把握する。把握した内容を副薬剤部長が集約し、医薬品安全管理責任者（薬剤部長
）に適宜報告するとともに、根拠資料（ガイドライン、文献等）を集積・保管する。 
未承認等の医薬品および採用されている医薬品全般の情報については、医薬品情報管理

担当薬剤師が添付文書の他、医薬品製造販売業者、行政機関、学術誌等から収集・管理
し、必要なものについては当該医薬品を取り扱う医療スタッフに周知する。 
医薬品安全管理責任者は、院内各部署に置く医薬品安全管理主任者（リスクマネジャー

が兼務）の立ち会いの下に定期的に院内ラウンドを実施し、医薬品安全使用のための業
務の実施状況を確認する。改善が必要と認められる事案についてはこれを指示し、結果
を医療安全管理委員会に報告する。また未承認等医薬品の情報等をふまえ、必要に応じ
て診療科等に注意喚起情報を周知する。 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に

係る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   ○有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 33 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

有効性、安全性に関する事項、使用方法、保守点検に関する事項、不具合等が発生した場合の対
応使用に関して特に法令上遵守すべき事項 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ ○有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 
 外観チェック、動作チェック、漏れ電流チェック、精度管理、バッテリー性能チェック 
 
 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ ○有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：無し 
 
 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
 定期点検時の点検項目や方法の見直し 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     ○有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 

副病院長（医療安全担当）が医療安全管理責任者として，医療安全管理部、医療安全管理委員会
、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 
 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 6 名）・無 

 
③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品情報管理担当者が PMDA メディナビやメーカーからの情報、文献、新聞等から収集、整理

し、緊急度や周知すべき対象等に応じて、院内メールや印刷物の配布を行う。電子カルテシステム

内の医薬品情報 web 検索システムや院内業務支援ページより閲覧が可能。また病棟担当者等による

病棟勉強会や、院内の医薬品安全管理研修会での周知も定期的に行っている。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

病棟担当および調剤担当の薬剤師が処方監査で、また薬剤師が常駐していない診療科等において

はリスクマネジャーが未承認等の医薬品の処方を把握している。対応内容は、担当副薬剤部長に集

約し、薬剤部長（医薬品安全管理責任者）に適宜報告するとともに、エクセルファイルと根拠資料

（ガイドラインや文献）をファイリングして、事例を集積している。また併用禁忌薬については医

薬品情報管理担当者が部門システムを用いて定期的にリストアップし薬剤部長に報告している。今

後は、電子カルテに JAPIC データベースを搭載し、病名からもチェックが可能なシステムを準備中

である。 

 

・担当者の指名の有無（○有・無） 

・担当者の所属・職種：別紙のとおり 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 
 
④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 ○有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ ○有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容：医療安全管理者等による IC 監査を実施した。（年３回） 

●主な指導内容： 

  説明文書・同意書をイメージファイリング化し、電子カルテに保管すること 
  インフォームドコンセントの概要を電子カルテに記録すること 

 

 



 
 
 

 

 
⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 ○有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

 各診療科の監査担当医が実施した診療録監査、インフォームドコンセント監査の結果をもとに、

診療録等の管理責任者が記載状況及び内容の確認を行った。（年 6回） 

 主な指導内容：インフォームドコンセント実施時、経過記録への説明内容及び患者の理解度の記

載。起こりうる合併症について一般論のみならず患者固有のリスクが存在することを記載。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 ○有・無 

・所属職員：専従（５）名、専任（２）名、兼任（１２）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（２）名、兼任（４）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（１）名 

 うち看護師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（４）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

（１） 医療に係る安全管理対策及び医療事故防止対策の企画・立案及び業務改善計画に関するこ

と。 

（２） 医療安全管理マニュアルの作成等に関すること。 

（３） 安全管理のための教育及び研修の企画・運営に関すること。 

（４） インシデント報告及び患者の死亡若しくは死産報告の調査・分析に関すること。 

（５） リスクマネジャーとの連絡調整に関すること。 

（６） 医療事故等に係る診療録及び看護記録等の記載状況の確認・指導に関すること。 

（７） 患者及び家族等への説明等、医療事故発生時の対応状況の確認・指導に関すること。 

（８） 医療事故等に係る原因究明の確認及び指導に関すること。 

（９） 金沢大学附属病院医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成、保存その他当該

委員会の事務に関すること。 

（１０）その他医療に係る安全管理対策及び医療事故防止対策に関すること。 

 

【モニタリングの具体例】 
・入院患者に対する肺血栓塞栓症リスク評価と予防策の実施率 

・注射薬投与時の PDA 認証の実施率 

・ＲＲＴコール報告 

・病理診断レポートの未読/既読状況 

・画像診断レポートの未読/既読状況 

 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に係る
安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識について
の平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 13 件）、及び許可件数（ 13 件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ ○有・

無 ） 

・活動の主な内容： 

(1) 高難度新規医療技術等の提供の適否決定に関すること。 



 
 
 

 
 (2) 高難度新規医療技術等の提供後の確認に関すること。 

(3) その他高難度新規医療技術等の提供に関すること。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ ○有・無 ） 

 

 
⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 0 件）、及び許可件数（ 0 件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有・

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ ○有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1) 高難度新規医療技術等の提供の適否決定に関すること。 

 (2) 高難度新規医療技術等の提供後の確認に関すること。 

(3) その他高難度新規医療技術等の提供に関すること。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ ○有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 235 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 3476 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 
（１）医療に係る安全管理対策に関すること。 
（２）医療事故防止対策に関すること。 
（３）発生した医療事故等の原因の調査及び分析に関すること。 
（４）分析結果を活用した改善策の立案及び実施並びに職員への周知に関すること。 
（５）改善策の実施状況の調査及び当該方策の見直しに関すること。 
（６）患者が死亡若しくは死産した場合及び濃厚な処置や治療を要した事象が発生した場合の報告

の実施状況の確認に関すること。 
（７）安全管理のための教育及び研修に関すること。 
（８）その他医療に係る安全管理及び医療事故防止に関すること。 
（９）改善策の実施状況の調査等の目的のため，定期的に関係部署の巡回を行う。 
 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ ○有（病院名：香川大学     ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ ○有（病院名：島根大学    ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 転倒・転落リスクアセスメントの年 1回の改訂をとの助言を受けた。これに対し、転倒転落防止

対策チームにて検討をしており、基礎データを集積中である。 

 



 
 
 

 
 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者相談室においてＧＲＭ、事務職員が相談窓口となり対応している。窓口活動については院内にポスター

を掲示しパンフレットを配置するとともに、ホームページに掲載している。 

 

 

 
⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 
「医療安全管理マニュアル改訂のポイント」 

（対面開催日2022.9.26、E－learning 2022.10.12-2023.3.31） 

【項目】 

病院機能評価、医療スタッフマニュアル、インシデントレポート、内部通報窓口、医療事故発生時

の緊急連絡体制、根本原因分析（RCA）、病理解剖関連、患者リストバンド、鎮静、院内急変対応、

無断離院、報告書、インフォームドコンセント、M&M カンファレンス、転倒・転落防止、病理診断・

画像診断の未読対策 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

公益財団法人日本医療機能評価機構主催の特定機能病院管理者研修に管理者、医療安全管理責任

者、医薬品安全責任者及び医療機器安全管理責任者が参加した。 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

 公益財団法人 日本医療機能評価機構による病院機能評価「一般病院３（3rdG:Ver.2.0）」を 

受審。認定承認されている。 

（認定期間 ２０２０年７月２５日 ～ ２０２５年７月２４日 ） 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

 病院ＷＥＢサイトに公開している 

・評価を踏まえ講じた措置 

 ２０２３年３月の再審査で改善の取り組みが一定の水準に達していると判断され、認定された。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



別　紙

１３．医薬品に係る安全管理のための体制の確保
　⑲医療法施行規則第9条の23第1項第3号に規定する事項

医薬品安全管理責任者が指名した担当者

氏　　名 職　　名 担　　当

山本奈歩 薬剤師 医薬品情報管理担当者

原　祐輔 薬剤師 調剤担当

坪内　清貴 薬剤師 調剤担当

田中　祐子 薬剤師 調剤担当

長田　幸恵 薬剤師 調剤担当

橋本　さつき 薬剤師 調剤担当

板井　進悟 薬剤師 調剤担当

川上　貴裕 薬剤師 調剤担当

矢口　邦子 薬剤師 調剤担当

髙林　真貴子 薬剤師 調剤担当

辻　千明 薬剤師 調剤担当

磯田　和也 薬剤師 調剤担当

磯田　紗也加 薬剤師 調剤担当

中川　祐紀子 薬剤師 調剤担当

三坂　恒 薬剤師 調剤担当

志村　裕介 薬剤師 調剤担当

大西　あゆみ 薬剤師 調剤担当

加藤彩香 薬剤師 調剤担当

中村　良恵 薬剤師 調剤担当

毛利　香菜 薬剤師 調剤担当

二木　悠哉 薬剤師 調剤担当

 石林　朋子 薬剤師 調剤担当

 渋谷　成美 薬剤師 調剤担当

 泉　実公子 薬剤師 調剤担当

 松田　拓己 薬剤師 調剤担当

 竹本　弘樹 薬剤師 調剤担当

 橋本　佳奈 薬剤師 調剤担当

 赤下　学 薬剤師 調剤担当

古賀　友梨香 薬剤師 調剤担当

加藤　美咲 薬剤師 調剤担当



津澤　歩実 薬剤師 調剤担当

寺田　早苗 薬剤師 調剤担当

北間　基子 薬剤師 調剤担当

浅井　泰詞 薬剤師 病棟担当

塩本　佑季子 薬剤師 病棟担当

吉田　幸司 薬剤師 病棟担当

島田　拓弥 薬剤師 病棟担当

上田　里佳子 薬剤師 病棟担当

木村　円 薬剤師 病棟担当

下川　頌子 薬剤師 病棟担当

伊藤　ゆり子 薬剤師 病棟担当

東　昴翔 薬剤師 病棟担当

水野　ふみ 薬剤師 病棟担当

堀　祐貴 薬剤師 病棟担当

岡野　麻衣 薬剤師 病棟担当

島田　萌子 薬剤師 病棟担当

金　俊孝 薬剤師 病棟担当

西澤　理愛 薬剤師 病棟担当

西山　由紀子 薬剤師 病棟担当

谷島　優 薬剤師 病棟担当

居林　優輝 薬剤師 病棟担当

鈴木　拓也 薬剤師 病棟担当

 西川　達也 薬剤師 病棟担当



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

(1) 人格が高潔で、学識が優れている者 

(2) 医師免許を有している者 

(3) 医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者 

     高度かつ先進的な医療を提供する特定機能病院の管理者として、患

者安全を第一に考える姿勢及び指導力を有するとともに次に掲げるい

ずれかの業務に従事した経験を有する者 

     ① 医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者又は医療機器安全

管理責任者の業務 

     ② 医療安全管理委員会の構成員としての業務 

     ③ 医療安全管理部門における業務 

     ④ その他病院全体に係る上記に準ずる業務 

   (4) 病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者 

  金沢大学附属病院又は金沢大学附属病院以外での組織管理経験があ

り、病院職員の意見反映に留意しつつ、医療を取り巻く様々な外的変

化に適切に対応し、強いリーダーシップと経営手腕を持って病院経営

にあたるとともに、病院の管理者として適正な管理運営ができる者 

   (5) 金沢大学附属病院の基本理念及び基本方針を確実に遂行できる者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ） 

・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 

 

 

 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・○無  

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 
 
管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    ○有 ・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

(1) 中期目標・中期計画に関する事項 

 (2) 規程の制定又は改廃に関する事項 

 (3) 予算及び執行並びに決算に関する事項 

 (4) 自ら行う点検及び評価に関する事項 

 (5) その他管理運営に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

各診療科等と連絡協議する医局長会議で説明し、医局長会議構成員又は合議体委員が各部署

で職員に周知 

また、病院職員が閲覧できる業務支援のWebサイトに議事要旨を掲載 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ） 

・公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・○無  ） 
 
合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付

す） 

職種 役職 

蒲田 敏文 ○ 医師 病院長、検査部長、電子顕微鏡センター主任、金大

病院 CPD センター長 

山下 太郎  医師 消化器内科長、肝臓センター長、小児・成人炎症性

腸疾患センター長、疾病予防センター長 

篁  俊成  医師 内分泌・代謝内科長、糖尿病センター長、内分泌セ

ンター長 

岩田 恭宜  医師 病院長補佐、腎臓・リウマチ膠原病内科長、感染制

御部長 

矢野 聖二  医師 呼吸器内科長、がんセンター長 

高村 雅之  医師 副病院長、循環器内科長、ハートセンター長、脳卒

中・心臓病等総合支援センター長 

宮本 敏浩  医師 血液内科長、造血・免疫細胞療法センター長 

竹内 伸司  医師 腫瘍内科長、がんゲノム医療センター長 

野村 英樹  医師 総合診療科長、総合診療部長 

小野賢二郎  医師 脳神経内科長 

菊知  充  医師 神経科精神科長、子どものこころの診療科長 

和田 泰三  医師 小児科長 

小林  聡  医師 放射線科長、放射線部長 

髙松 繁行  医師 放射線治療科長 



 
 
 

 
松下 貴史  医師 皮膚科長 

小室 明人  医師 形成外科長 

竹村 博文  医師 心臓血管外科長 

松本  勲  医師 呼吸器外科長、材料部長 

稲木 紀幸  医師 副病院長、消化管外科長、研修医・専門医総合教育

センター長 

八木真太郎  医師 肝胆膵・移植外科長、臓器移植センター長 

寺川 裕史  医師 乳腺外科長 

酒井 清祥  医師 小児外科長 

出村  諭  医師 脊椎・脊髄外科長 

溝上  敦  医師 泌尿器科長 

杉山 和久  医師 眼科長 

吉崎 智一  医師 副病院長、耳鼻咽喉科・頭頸部外科長 

藤原  浩  医師 産科婦人科長、周産母子センター長、プレコンセプ

ションケアセンター長 

谷口  巧  医師 副病院長、麻酔科蘇生科長、手術部長、集中治療部

長、麻酔部長、ＭＥ機器管理センター長 

中田 光俊  医師 副病院長、脳神経外科長、脳卒中センター長 

絹谷 清剛  医師 核医学診療科長、アイソトープ部長 

川尻 秀一  歯科医師 歯科口腔外科長 

八幡徹太郎  医師 リハビリテーション科長、リハビリテーション部長 

岡島 正樹  医師 病院長補佐、救急科長、救急部長 

池田 博子  医師 病理診断科長、病理部長 

山﨑 宏人  医師 輸血部長 

坂井 宣彦  医師 血液浄化療法部長 

鷹取  元  医師 内視鏡センター長 

薄井荘一郎  医師 冠動脈疾患治療部長 

渡邉  淳  医師 遺伝診療部長、遺伝医療支援センター長 

谷内江昭宏  医師 副病院長、医療安全管理部長 

加畑 多文  医師 地域医療連携室長 

森山 秀樹  医師 栄養管理部長 

大坪公士郎  医師 外来化学療法センター長 

村山 敏典  医師 先端医療開発センター長、臨床開発部長 

山田 圭輔  医師 緩和ケアセンター長 

川島 博子  医師 乳腺センター長 

佐野 滋彦  医師 摂食障害支援センター長 

崔  吉道  薬剤師 病院長補佐、薬剤部長 

辻  千芽  看護師 副病院長、看護部長 

長瀬 啓介  医師 病院長補佐、経営企画部長 

北村久美子  事務職員 病院長補佐、病院部長 

松浦 幸広  診療放射線

技師 

診療放射線部技師長 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ） 
 ・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 
 
 ・ 規程の主な内容 
   ・病院長は本院を代表し、本院の経営及び管理運営等の業務を総括するとともに、職員等を

指揮監督する。 
   ・病院長の任務は次のとおりとする。 

(1) 本院の運営、管理及び経営に関すること。 
(2) 診療部門長、診療科長、中央診療施設の長等の任命に関すること。 
(3) 診療科及び各中央診療施設等への人員配置に関すること。 
(4) 病院内組織の設置、廃止及び統合に関すること。 
(5) 病床、診察室等の配分及び利用形態に関すること。 
(6) 予算の院内配分に関すること。 

 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

・副病院長は、病院長の職務を補佐する。病院長が不在のときは、あらかじめ病院長が指名
した副病院長が、その職務を代行する。 
・病院長補佐は、病院長の指示する重要事項について、病院長を補佐する。 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

【人事】 
    ・病院長は、運営会議の構成員のうちから副病院長を指名する。 

・病院長補佐は、金沢大学の職員から、病院長が任命する。 
【研修】 
 ・日本医療機能評価機構が実施する特定機能病院管理者研修を病院長、医療安全管理責任

者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者が受講 
・厚生労働省委託事業のトップマネジメント研修に病院長が参加。全国医学部長会議主催
の医師の働き方改革セミナーに病院長が参加。国立大学病院会議主催の病院長塾に副病
院長3名が参加。 

 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 ○有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

（１） 医療安全管理責任者，医療安全管理部門，医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者，医

療機器安全管理責任者等の業務の状況について附属病院長(以下「病院長」という。)等から報

告を求め，又は必要に応じて自ら確認を実施すること。 

（２） 必要に応じ，学長又は病院長に対し，医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよう

意見を表明すること。 

（３） 前２号に掲げる業務について，その結果を公表すること。 

（４）その他医療に係る安全管理の監査に関し必要な事項 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ ○有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ ○有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ ○有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ） 

・公表の方法： 

 本院の Web サイトに掲載している。 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

森岡 浩一 福井大学医学部

附属病院 

〇 医療安全管理部

長として医療安

全に関する業務

に従事している

ため 

有・○無  1 

麻生 小夜 金沢あおば法律

事務所 

 弁護士として法律

に関する専門知識

に基づき、業務を

行っているため 

有・○無  1 

和田 真由美 血液疾患の患者

の会「萌の会」 

 「萌の会」の代表

として活動し、医

療を受ける立場か

ら意見を述べるこ

とができるため 

有・○無  2 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

金沢大学内部監査において業務監査及び会計監査を定期的に実施しており、附属病院も対象と
なっている。 

 
 ・ 専門部署の設置の有無（ ○有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ ○有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ ○有・無 ） 
 ・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

金沢大学経営協議会において、法人の経営に関する重要事項、予算の作成・執行及び決算に関
する事項、組織及び運営の状況について自ら行う点検・評価に関する事項等を審議している。病
院担当理事及び病院長が構成員となっているほか、病院長から病院の運営状況について説明して
いる。 

 
 ・ 会議体の実施状況（ 年7回（令和4年度実績）） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ ○有・無 ）（ 年4回（令和4年度実績）） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ） 
 ・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 
 
病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：国立大学法人金沢大学経営協議会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

和田 隆志 金沢大学学長 ○ ○有・無 

大竹 茂樹 金沢大学理事（総括・大学改革

・附属病院担当） 

 ○有・無 

中村 慎一 金沢大学理事（研究・社会共創

・大学院支援担当） 

 ○有・無 

塩川 達大 金沢大学理事（総務・財務・施

設担当） 

 ○有・無 

三浦  要 金沢大学人間社会研究域長  ○有・無 

松本 宏一 金沢大学理工研究域長  ○有・無 

堀   修 金沢大学医薬保健研究域長  ○有・無 

蒲田 敏文 金沢大学附属病院長  ○有・無 

有松 育子 博報堂DYホールディングス社外
取締役 
元 国立教育政策研究所所長 

元 文部科学省生涯学習政策局長 

 有・○無  

大橋 徹二 コマツ取締役会長  有・○無  

河田 悌一 関西大学東京センター長 
元 日本私立学校振興・共済事
業団理事長 
元 関西大学学長 

 有・○無  

後藤ひとみ 北海道教育大学理事（非常勤） 
前 愛知教育大学学長 

 有・○無  

里見  進 日本学術振興会顧問 
前 東北大学総長 

 有・○無  

新保 博之 金沢市副市長  有・○無  

徳田  博 石川県副知事  有・○無  

原田 明久 ファイザー株式会社代表取締役
社長 

 有・○無  



 
 
 

 
山内 雅喜 ヤマトホールディングス株式会

社取締役会長 
 有・○無  

渡辺 芳人 大学共同利用機関法人自然科学
研究機構分子科学研究所所長 

 有・○無  

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ ○有・無 ） 

・通報件数（年 1件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ ○有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ ○有・無 ） 

・周知の方法 

- 全職員へメールによる周知。電子カルテの掲示板掲載による周知。 

- 金沢大学附属病院業務支援システムに規程を掲載。 

- 医療安全研修による周知。 
 

 

 
 



様式第 7 

(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

金沢大学附属病院Webサイトにて病院の基本理念、基本方針、各診療科の案内、統計データ

等の情報発信を行っている。 

 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

 複数の診療科の連携をスムースに推進するため、センター、チームを設置している。 

  （ハ―トセンター、小児・成人炎症性腸疾患センター、緩和ケアセンター、 

   造血・免疫細胞療法センター、糖尿病センター、内分泌センター、乳腺センター、 

   プレコンセプションケアセンター、脳卒中・心臓病等総合支援センター、 

   糖尿病透析予防チーム、栄養サポートチーム、緩和ケアチーム、 

   ICU早期離床・リハビリテーションチームなど） 

  

 

 

 

 


